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法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
法
然
の
教
え
の
精
神
角
野
玄
樹
は
じ
め
に
本
稿
の
主
題
は
、
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
が
、
い
か
に
成
立
し
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
選
択
本
願
念
仏
説
の
役
割
の
一
つ
は
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
立
証
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
法
然
は
、
浄
土
宗
の
立
証
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
私
見
で
は
、
専
修
念
仏
や
浄
土
宗
の
立
証
の
た
め
に
、
選
択
本
願
念
仏
説
が
導
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る１
）
。
本
稿
の
主
題
の
も
う
一
つ
は
、
法
然
の
教
え
の
精
神
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
右
記
の
内
容
と
と
も
に
、『
九
条
殿
下
の
北
政
所
へ
進
す
る
御
返
事
』（
以
下
、『
北
政
所
宛
消
息
』）
を
加
え
て
、
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
消
息
の
構
造
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、『
選
択
集
』
な
ど
に
は
な
い
同
消
息
の
特
異
な
内
容
が
、
同
消
息
に
お
け
る
前
提
・
文
脈
の
特
殊
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
議
論
の
際
、
法
然
の
教
え
の
精
神
と
い
う
概
念
本
稿
の
主
題
は
、
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
が
、
い
か
に
成
立
し
た
か
の
解
明
で
あ
る
。
選
択
本
願
念
仏
説
は
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
立
証
の
た
め
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
善
導
の
専
修
念
仏
の
意
味
を
保
存
し
た
た
ま
ま
、
立
証
す
る
た
め
に
、
選
択
本
願
念
仏
説
が
要
請
さ
れ
た
と
考
え
る
。
主
題
の
も
う
一
つ
は
、
法
然
の
教
え
の
精
神
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
。
こ
の
議
論
で
は
、『
九
条
殿
下
の
北
政
所
へ
進
す
る
御
返
事
』
を
検
討
に
加
え
る
。
同
消
息
は
、『
選
択
集
』
と
異
な
る
点
が
存
す
る
が
、
そ
れ
は
、
前
提
・
文
脈
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
法
然
の
教
え
の
精
神
は
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
法
然
、
選
択
本
願
念
仏
説
、
専
修
念
仏
、
浄
土
宗
、
法
然
の
教
え
の
精
神
〔
抄
録
〕
七
一
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
導
入
す
る
。
つ
ま
り
、『
選
択
集
』
な
ど
と
、『
北
政
所
宛
消
息
』
と
の
相
違
は
、
前
提
・
文
脈
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
法
然
の
教
え
の
精
神
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。
第
一
節
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
第
一
節
第
一
項
『
選
択
集
』
に
お
け
る
選
択
本
願
念
仏
説
法
然
の
教
義
書
と
し
て
は
、
三
部
経
講
説
・『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
の
成
立
順
は
、
三
部
経
講
説
↓
『
逆
修
説
法
』
↓
『
選
択
集
』
の
順
と
さ
れ
る２
）
。
そ
の
う
ち
、
三
部
経
講
説
で
は
、
議
論
を
経
て
の
専
修
念
仏
の
立
証
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。
同
書
で
は
、
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
は
出
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
、
引
用
や
取
意
な
ど
で
あ
ろ
う
と
考
え
る３
）
。
専
修
念
仏
に
つ
い
て
の
様
々
な
議
論
を
経
て
の
立
証
は
、
同
書
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
専
修
念
仏
の
立
証
が
本
格
的
に
な
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
三
書
の
う
ち
、『
逆
修
説
法
』
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
選
択
集
』
で
も
、
や
は
り
専
修
念
仏
の
立
証
が
な
さ
れ
て
お
り４
）
、
そ
れ
が
、
同
書
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
専
修
念
仏
の
立
証
の
た
め
、
選
択
本
願
念
仏
説
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
選
択
集
』
の
選
択
本
願
念
仏
説
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。『
逆
修
説
法
』
で
も
、
選
択
本
願
念
仏
説
に
よ
る
専
修
念
仏
の
立
証
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
選
択
集
』
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
以
下
に
、
同
書
第
三
章
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
箇
所
を
引
用
す
る
。
（
資
料
1
）
乃
至
第
十
八ノ
念
仏
往
生ノ
願
者
、
於
彼ノ
諸
仏ノ
土ノ
中ニ
、
或
有
以
布
施ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
持
戒ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
忍ニン
辱ニクヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
精
進ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
禅
定ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
般
若ヲ
信
第
一
義
等
是
也
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
菩
提
心ヲ
為スル
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
六
念ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
持
経ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
持
呪シユヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
起キ
立
塔タウ
像サウ
飯ホム
食シキ
沙
門
及
以
ヲ
ヨ
ヒ
孝
養
父
母
奉フ
事シ
師
長
等ノ
種
ノ々
之
行ヲ
各
為
往
生ノ
行ト
之
国
土
等
、
或
有
専モハラ
称シテ
其
国ノ
仏ノ
名ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
如
此
以
一
行ヲ
配ハイスルコト
一
仏ノ
土ニ
者ハ
、
是
且
シハラク一
往ワウノ
之
義
也
。
再サイ
フ
■
■
■
）
往ワウ
論セハ
之ヲ
、
其ノ
義
不
定ナ
。リ
或ハ
有
一
仏ノ
土ノ
中ニ
以
多
行ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
多
仏ノ
土ノ
中ニ
以
一
行ヲ
通シテ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
如
是
往
生ノ
行
種
々
不
同□
□、
不
可
具
□
□
□
□
述□□
也
。
即
今
選
捨シテ
前サキノ
布
施
持チ
戒カイ
乃
至
孝
養
父
母
等ノ
諸
行ヲ
、
選
取ス
専
称
仏
号ヲ
、
故
云
選
択
也
。
且
約シテ
ヤ
ク
）
五ノ
願ニ
略シテ
論コト
選
択ヲ
其ノ
義
如
是
。
自
余ノ
諸
願ハ
准シテ
之ニ
応
知
。
問
曰
、
普
アマネク
約シテ
諸
願ニ
選
捨シ
麁
悪ヲ
、
選
取スルコト
善
妙ヲ
、
其ノ
理
可
然
。
何カ
故ユヘソ
第
十
八ノ
願
選
捨シテ
一
切ノ
諸
行ヲ
、
唯
偏
ヒトヘニ
選
取シテ
念
佛
一
行ヲ
為
往
生ノ
本
願ト
乎ヤ
。
答
曰
、
聖
意イ
難
測ハカリ、
不
能
タヤスク
解
ケスルコト。
雖
然ト
今
試
コヽ
ロミニ
以
二ノ
義ヲ
解ケセハ
之ヲ
、
一
者ハ
勝シヨウ
劣レツノ
義
、
二
者
難
易ノ
義
。
初ノ
勝
劣
者ハ
、
念
仏ハ
是
勝
、
余
行ハ
是
劣ナ
。リ
所ユ
以ヘ
者
何
イカントナラハ
、
名
号ハ
是
万
徳ノ
之
所
帰
クヰスル
也
。
然
シカレハ
則
弥
陀
一
仏ノ
所
有ノ
四
智
三
身
十
力
四
無
畏ヰ
等ノ
一
切ノ
内
証ノ
功
徳
、
相
好
光
明
説
法
利
生
等ノ
一
切ノ
外
用ユウノ功
徳
、
皆ナ
悉
コト
ク
摂
在セリ阿
弥
陀
仏ノ
名
号ノ
之
中ニ
。
故ニ
名
号ノ
功
徳
最モトモ為
勝ト
ス
ク
レ
タ
リ
ト
）
也
。
余
行ハ
不
然シカラ。
各ヲノ
守マホル
一
隅クヲ
是コヽ
ヲ
以モテ
為
劣ト
也
。
譬
タトヘハ
如シ
世
間ノ
屋ヲク
シヤノ
其ノ
屋
ノ
名
字
之
中ニハ、
摂セリ
棟
トウ
ム
ネ
）
梁リヤウ
ウ
ツ
ハ
リ
）
椽
テン
タ
ル
キ
）
柱
チウ
ハ
シ
ラ
）
等ノ
一
切ノ
家
具ヲ
、
棟
梁
等ノ
一
ノ々
名
字ノ
中ニ
、ハ
不ルカ
能
七
二
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
摂セフスルコト一
切ヲ
、
以
之ヲ
応
知
。
然
則
仏ノ
名
号ノ
功
徳
勝
スクレタリ
余ノ
一
切ノ
功
徳ニ
。
故
捨ステヽ
劣ヲ
取トテ
勝ヲ
、
以
為
本
願ト
カ
。
次ニ
難
易ノ
義
者ハ
、
念
仏ハ
易ヤスシ
修シユシ、
諸
行ハ
難
修シ
。
是ノ
故
往
生
礼
讃
云
、
問
曰
、
何
故ソ
不スシテ
令シメ
作ナサ
観ヲ
、
直
タヽ
チニ
遣シムル
専
称セ
名
字ヲ
者ハ
、
有ル
何ノ
意
也ヤ
。
答
曰
、
乃
由ル
衆
生
障サハリ
重ヲモク
境
キヤウハ
細ホソク
心ハ
麁アラシ。
識シキアカリ
神タマシヒ
飛トンテ
観
難キニ
成
就シ
也
。
是コヽヲ
以モテ
大
聖
悲
憐
レンシテ
直ニ
勧
スヽ
メタマフ専
称セヨト
名
字ヲ
。
正マサシク
由カ
称
名ノ
易
ヤスキニ
故ニ
、
相
続シテ
即
生
已
上
。
又
往
生
要
集
問
曰
、
一
切ノ
善
業
各
有
利
益
、
各
得
往
生ヲ
。
何
故ソ
唯
勧
スヽ
ムルヤ念
仏
一
門ヲ
。
答
曰
、
今
勧コトハ
念
仏ヲ
、
非アラス
是コレ
遮
シヤセンコトニハ
余ノ
種
ノ々
妙
行ヲ
、
只タヽ
是コレ
男
女
貴
賎
不
簡エラハ
行
住
坐
臥ヲ
、
不
論セ
時
処
諸
縁ヲ
、
修スルニ
之ヲ
不
難
、
乃
至
臨
終ニ
願
求スルニ
往
生ヲ
、
得タルハ
其
便ヒン
）
宜ヲ
キ
）
不
サレハナリ
如シカ
念
仏ニ
已
上
。
故ニ
知シヌ
、
念
仏ハ
易カ
故ニ
通ス
於
一
切ニ
、
諸
行ハ
難カ
故ニ
不
通
諸
機キニ
。
然
則
為ニ
令
シメムカ
一
切
衆
生ヲシテ
平
等ニ
往
生セ
、
捨
難ヲ
取
易ヲ
為
本
願ト
カ
。
若
夫
以
造サウ
像
起キ
塔ヲ
而
為セ
本
願ト
者ハ
、
貧
窮
困コン
乏
ホクノ
ホ
フ
）
類タクヒハ
定テ
絶タヽム
往
生ノ
望ヲ
ノ
ソ
ミ
）
。
然シカモ富
貴ノ
者ハ
少ク
、
貧ヒ
賎ノ
者ハ
甚
多シ
。
若
以
智
慧
高
才ヲ
而
為
本
願ト
者
、
愚ク
鈍トン
下
智ノ
者ハ
定
絶
往
生ノ
望ヲ
。
然
智
慧ノ
者ハ
少
、
愚
痴チノ
者
甚
多シ
。
若
以
多
聞
多
見ヲ
而
為
本
願ト
者ハ
、
少
聞
少
見ノ
輩
トモカラハ
定
絶
往
生ノ
望ヲ
。
然
多
聞ノ
者ハ
少
スクナク、
々
聞ノ
者ハ
甚
多シ
。
若
以
持チ
戒
持
律リツヲ
而
為
本
願ト
者
、
破
戒
無
戒ノ
人ハ
定
絶
往
生ノ
望ヲ
。
然
持
戒ノ
者ハ
少ク
、
破
戒ノ
者ハ
甚
多シ
。
自
余ノ
諸
行
准シテ
之ニ
応
知
。
当マサニ
知
シルヘシ、
以
上ノ
諸
行
等ヲ
而
為セ
本
願ト
者ハ
、
得ウル
往
生ヲ
者モノハ
少ク
、
不
往
生セ
者
多カ
。ラム
然
則
弥
陀
如
来
法
蔵
比
丘ノ
之
昔ムカシ
被
催
モヨヲサ
平
等ノ
慈
悲ニ
普
アマネク
為ニ
摂セムカ
於
一
切ヲ
、
不
以
造
像
起
塔
等ノ
諸
行ヲ
為
往
生ノ
本
願
、
唯
以
称
名
念
仏
一
行ヲ
為
其ノ
本
願
也
。
故
法
照
禅
師ノ
五
会
法
事
讃
云
、
彼ノ
仏ノ
因
中ニ
立タマヘリ
弘
誓ヲ
、
聞
名ヲ
念セハ
我ヲ
惣スヘテ
迎
ムカヘニ
来ラム、
不
簡エラハ
貧
窮
将
ト
□
□
）
富フ
貴
クヰトヲ、
不
簡
下
智
与
高
才
、
不
簡
多
聞ニシテ
持ヲ
□
浄
戒
、
不
簡
破
戒ニシテ
罪
根ノ
深
フカキヲモ、
但タヽ
使
廻シテ
心ヲ
多ヲヽ
ク
念
仏セ
、ハ
能ヨク
令シメム
瓦
礫
リヤクヲシテ
変シテ
成ナサ
金ト
已上
５
）
。
資
料
1
で
は
、
選
択
本
願
念
仏
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
百
一
十
億
の
国
土
の
中
か
ら
、
往
生
行
を
選
択
し
て
い
る
。
専
修
念
仏
を
選
取
し
て
本
願
と
し
、
諸
行
を
選
捨
し
て
本
願
と
し
て
い
な
い
。
更
に
、
な
ぜ
、
念
仏
一
行
を
選
取
し
本
願
と
し
、
諸
行
を
選
捨
し
本
願
と
し
な
い
の
か
、
問
い
を
立
て
、
そ
の
解
答
と
し
て
、
勝
劣
義
・
難
易
義
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
選
択
本
願
念
仏
説
の
導
入
の
目
的
は
、
専
修
念
仏
の
立
証
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
よ
り
詳
し
く
い
え
ば
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
立
証
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
を
、
以
下
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
内
容
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
節
第
二
項
善
導
の
専
修
念
仏
に
お
け
る
行
の
関
係
性
の
意
味
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
の
き
っ
か
け
が
、
専
修
念
仏
の
立
証
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
議
論
の
前
に
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
教
え
に
つ
い
て
、
お
さ
え
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
然
の
専
修
念
仏
は
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
教
え
を
継
承
し
た
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
の
専
修
念
仏
の
教
え
や
、
そ
の
立
証
の
検
討
の
際
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
内
容
を
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
。
特
に
、
善
導
の
専
修
念
仏
に
含
ま
れ
る
行
の
関
係
性
の
意
味
の
解
明
が
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
立
証
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
不
可
欠
で
あ
る６
）
。
そ
こ
で
、
本
項
で
は
、
善
導
の
専
修
念
仏
に
含
ま
れ
る
行
の
関
係
性
の
意
味
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
善
導
『
観
経
疏
』
散
善
義
の
正
雑
二
行
の
文
を
引
用
す
る
。
（
資
料
2
）
七
三
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
次ニ
就テ
行ニ
立トハ
信ヲ
者
、
然ニ
行ニ
有リ
二
種
。
一ニハ
者
正
行
、
二ニハ
者
雑
行ナ
。リ
言ハ
正
行ト
者
、
専
依テ
往
生
経ニ
行スル
行ヲ
者ノ
是ヲ
名ク
正
行ト
。
何ニ
者ノカ
是ナル
也
。
一
心ニ
専
読
誦シ
此ノ
観
経
弥
陀
経
無
量
寿
経
等ヲ
、
一
心ニ
専
注
思
想
観
察
憶
念シ
彼ノ
国ノ
二
報
荘
厳ヲ
、
若
礼スルニハ
即
一
心ニ
専
礼シ
彼ノ
仏ヲ
、
若
口ニ
称スルニハ
即
一
心ニ
専
称シ
彼ノ
仏ヲ
、
若
讃
歎
供
養スルニハ
即
一
心ニ
専
讃
歎
供
養ス
、
是ヲ
名テ
為
正ト
。
又
就
此ノ
正ノ
中ニ
復タ
有リ
二
種
。
一ニハ
者
一
心ニ
専
念
弥
陀ノ
名
号ヲ
、
行
住
坐
臥ニ
不
問ハ
時
節ノ
久
近ヲ
、
念
念ニ
不ル
捨テ
者
、
是ヲ
名ク
正
定ノ
之
業ト
、
順スルカ
彼ノ
仏ノ
願ニ
故ニ
。
若
依ルヲハ
礼
誦
等ニ
、
即
名テ
為
助
業ト
。
除テ
此ノ
正
助
二
行ヲ
已
外
自
余ノ
諸
善ヲ
悉
名ク
雑
行ト
。
若
修スレハ
前ノ
正
助
二
行ヲ
、
心
常ニ
親
近
憶
念
不レハ
断
名テ
為
無
間ト
也
。
若
行スレハ
後ノ
雑
行ヲ
、
即
心
常ニ
間
断ス
、
雖
可ト
廻
向
得
生
、ヲ
衆テ
名ク
疎
雑ノ
之
行ト
也７
）
。
資
料
2
で
は
、
修
行
に
二
種
が
あ
る
と
し
、
一
つ
に
は
正
行
、
二
つ
に
は
雑
行
で
あ
る
。
そ
し
て
、
正
行
に
、
正
定
之
業
と
助
業
の
区
別
も
あ
る
と
指
摘
す
る８
）
。
正
定
之
業
と
は
、〞
中
心
的
に
定
め
た
と
こ
ろ
の
業
〝
な
の
で
、
善
導
は
専
修
念
仏
を
一
次
的
に
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
い
え
る
。
ま
た
、
助
業
と
は
、〞
正
定
之
業
を
助
け
る
業
〝
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
助
業
（〞
正
定
之
業
を
助
け
る
業
〝）
と
し
て
の
主
張
が
存
す
る
こ
と
は
少
な
く
と
も
い
え
る
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
雑
行
で
あ
る
。
資
料
2
の
末
尾
の
ほ
う
に
、「
若
行スレハ
後ノ
雑
行ヲ
、
即
心
常ニ
間
断ス
、
雖
可ト
廻
向
得
生
、ヲ
衆テ
名ク
疎
雑ノ
之
行ト
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
雑
行
に
つ
い
て
、
善
導
は
否
定
的
で
あ
る
。
そ
れ
と
、
善
導
『
往
生
礼
讃
』
の
次
の
文
を
検
討
に
加
え
れ
ば
、
更
に
、
そ
の
否
定
的
側
面
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。
（
資
料
3
）
若シ
欲スル
捨テヽ
専ヲ
修セント
雑
業ヲ
者ハ
、
百ノ
時
希ニ
得
一
二ヲ
、
千
時
希
得
三
五ヲ
。
何ヲ
以ノ
故ニ
、
乃チ
由カ
雑
縁
乱
動シ
失スルニ
正
念ヲ
故ニ
。
与
仏ノ
本
願
不ルカ
相
応セ
故ニ
。
与
教
相
違スルカ
故ニ
。
不ルカ
順セ
仏
語ニ
故ニ
。
係
念
不ルニ
相
続セ
故ニ
。
憶
想
間
断スルカ
故ニ
。
廻
願
不ルカ
慇
重
真
実ナラ
故ニ
。
貪
瞋
諸
見
煩
悩
来テ
間
断スルカ
故ニ
。
無カ
有ル
慚
愧
懺
悔ノ
心
故ニ
。
懺
悔ニ
有リ
三
品
。
一ニハ
要
、
二ニハ
略
、
三ニハ
広
、
如シ
下ニ
具
説カ
。
随テ
意ニ
用ルニ
皆
得タ
。リ
又
不ルカ
相
続
念
報セ
彼ノ
仏
恩ヲ
故ニ
。
心ニ
生
軽
慢ヲ
雖へ
作スト
業
行ヲ
、
常ニ
与
名
利
相
応スルカ
故ニ
。
人
我
自
覆テ
不ルカ
親
近セ
同
行
善
知
識ニ
故ニ
。
楽
近テ
雑
縁ニ
自
障
障
他スルカ
往
生ノ
正
行ヲ
故ナ
。リ
何ヲ
以ノ
故
、
余
比
日
自
見
聞スルニ
諸
方ノ
道
俗ヲ
、
解
行
不
同ニ
専
雑
有リ
異
。
但
使
専ニ
意ヲ
作ス
者ハ
、
十ハ
即チ
十
生ス
。
修シテ
雑ヲ
不
至
心ノ
者ハ
、
千カ
中ニ
無
一９
）
。
資
料
3
で
は
、『
観
経
疏
』
よ
り
も
更
に
、
雑
行
（
雑
業
）
の
否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
示
し
て
い
る
。
雑
業
で
は
、
往
生
の
確
率
が
激
減
し
、
十
三
失
の
内
容
も
存
す
る
こ
と
か
ら
、
雑
業
に
否
定
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
雑
業
を
修
行
す
る
と
、
か
え
っ
て
、
邪
魔
に
な
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
資
料
2
の
「
若
行スレハ
後ノ
雑
行ヲ
、
即
心
常ニ
間
断ス
、
雖
可ト
廻
向
得
生
、ヲ
衆テ
名ク
疎
雑ノ
之
行ト
也
。」
や
、
資
料
3
の
雑
業
否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
文
か
ら
、〞
往
生
行
と
し
て
主
張
す
る
な
ら
ば
、
雑
行
で
は
な
い
。〝
と
い
う
内
容
を
導
出
で
き
よ
う10
）
。
そ
し
て
、
こ
の
雑
行
は
、『
選
択
集
』
で
は
、
正
行
や
正
定
之
業
・
助
業
と
密
接
に
か
ら
ん
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
正
定
之
業
の
専
修
念
仏
な
ど
は
、
こ
れ
ら
正
行
・
助
業
・
雑
行
な
ど
の
内
容
と
地
続
き
の
は
ず
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
行
の
関
係
性
と
し
て
の
意
味
内
容
に
、
往
生
行
と
し
て
の
専
修
念
仏
を
一
次
的
に
主
張
し
、
か
つ
、
助
け
る
行
と
し
て
助
業
を
主
張
し
、
か
つ
、
往
生
行
と
し
て
雑
行
を
主
張
し
な
い
、
と
い
う
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
を
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
教
え
は
含
む
の
で
あ
る
。
し
七
四
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
た
が
っ
て
、
専
修
念
仏
の
立
証
の
際
、
そ
れ
ら
の
意
味
内
容
を
含
め
て
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
更
に
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
行
の
関
係
性
と
し
て
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
、
議
論
し
て
お
く
べ
き
点
が
、
も
う
少
し
存
す
る
。
善
導
教
学
の
前
提
で
あ
る
、
往
生
浄
土
の
み
を
目
指
す
と
い
う
要
素
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
、
善
導
教
学
で
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
で
の
悟
り
を
目
指
す
こ
と
は
せ
ず
、
こ
の
娑
婆
で
は
、
往
生
浄
土
の
み
を
目
指
す
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
を
お
さ
え
、
既
述
の
雑
行
否
定
の
意
味
を
加
え
れ
ば
、
聖
道
門
の
修
行
を
一
切
せ
ず
、
聖
道
門
の
教
え
か
ら
独
立
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
善
導
教
学
で
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
で
の
悟
り
を
断
念
し
、
往
生
浄
土
の
み
を
目
指
し
て
い
る
た
め
、
依
拠
す
る
の
は
、
浄
土
教
の
み
と
な
る
。
そ
の
浄
土
教
に
は
、
聖
道
門
の
宗
派
に
属
す
る
浄
土
教
も
存
す
る
。
聖
道
門
の
宗
派
の
浄
土
教
は
、
往
生
浄
土
を
目
指
す
に
し
て
も
、
聖
道
門
の
宗
派
に
付
属
す
る
も
の
の
た
め
、
修
行
と
し
て
、
念
仏
以
外
の
行
も
混
じ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
善
導
教
学
で
は
、
雑
行
を
否
定
す
る
た
め
、
そ
の
諸
行
を
修
行
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
聖
道
門
に
お
い
て
不
可
欠
な
諸
行
は
で
き
な
く
な
り
、
自
動
的
に
、
そ
の
浄
土
教
は
、
そ
の
聖
道
門
の
宗
派
か
ら
独
立
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
教
え
は
、
聖
道
門
か
ら
独
立
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
法
然
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
加
味
す
れ
ば
、
浄
土
宗
立
宗
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
法
然
当
時
の
日
本
仏
教
界
で
は
、
八
宗
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
聖
道
門
の
八
宗
か
ら
独
立
す
る
と
な
る
と
、
そ
れ
は
、
新
宗
の
立
宗
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
浄
土
宗
立
宗
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
善
導
の
専
修
念
仏
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
と
、
前
述
の
諸
点
を
、
法
然
は
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
ま
と
め
て
書
き
出
し
て
み
よ
う
。
善
導
の
専
修
念
仏
に
含
む
行
の
関
係
性
の
意
味
◇
往
生
行
と
し
て
正
定
之
業
を
一
次
的
に
主
張
す
る
と
い
う
要
素
。
◇
正
定
之
業
を
助
け
る
も
の
と
し
て
の
助
業
を
主
張
す
る
と
い
う
要
素
。
◇
往
生
行
と
し
て
雑
行
を
主
張
し
な
い
と
い
う
要
素
。
◇
聖
道
門
の
修
行
を
主
張
し
な
い
と
い
う
要
素
（
浄
土
宗
を
新
た
に
立
宗
す
る
要
素
）。
つ
ま
り
、
法
然
は
、
専
修
念
仏
を
立
証
す
る
際
、
こ
れ
ら
の
諸
要
素
を
含
め
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
次
項
で
は
、
そ
の
専
修
念
仏
立
証
の
検
討
に
入
る
前
に
、
法
然
の
三
部
経
講
説
に
お
け
る
状
況
を
確
認
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
同
書
で
は
、
議
論
を
経
て
の
専
修
念
仏
の
立
証
は
見
ら
れ
ず
、
単
に
引
用
・
取
意
す
る
程
度
で
あ
り
、
代
わ
り
に
但
念
仏
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
節
第
三
項
三
部
経
講
説
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
法
然
の
三
部
経
講
説
で
は
、
ほ
と
ん
ど
地
の
文
で
は
、
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
を
し
な
い
。
専
修
念
仏
の
表
現
が
あ
っ
て
も
、
引
用
か
取
意
か
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
地
の
文
で
は
、
専
修
念
仏
の
代
わ
り
に
但
念
仏
を
中
心
に
据
え
て
い
る
。
な
ぜ
、
三
部
経
講
説
で
は
、
専
修
念
仏
を
中
心
に
せ
ず
、
代
わ
り
に
但
念
仏
を
中
心
に
用
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
七
五
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
前
項
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
教
え
に
は
、
専
修
念
仏
を
主
張
し
、
雑
行
を
主
張
し
な
い
と
い
う
意
味
や
、
浄
土
宗
立
宗
の
意
味
内
容
が
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
、
立
証
し
よ
う
と
す
る
と
、
す
な
わ
ち
、
専
修
念
仏
を
主
張
し
、
雑
行
を
主
張
せ
ず
、
浄
土
宗
立
宗
の
意
味
で
の
専
修
念
仏
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
念
仏
が
勝
れ
、
諸
行
・
雑
行
が
劣
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
を
示
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
浄
土
宗
立
宗
を
示
そ
う
と
す
る
な
ら
、
何
ら
か
の
意
味
で
他
宗
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
点
を
示
さ
な
い
と
い
け
な
い11
）
。
法
然
教
学
で
は
、
往
生
行
の
念
仏
が
最
大
の
焦
点
な
の
で
、
そ
の
念
仏
が
勝
れ
、
一
方
の
諸
行
・
雑
行
が
劣
っ
て
い
る
と
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
立
証
す
れ
ば
、
浄
土
宗
立
宗
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
部
経
講
説
で
は
、
念
仏
が
勝
れ
、
諸
行
が
劣
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
を
示
せ
て
い
な
い
。
仏
が
、
あ
る
い
は
そ
の
経
典
（『
無
量
寿
経
』・『
観
経
』・『
阿
弥
陀
経
』）
が
、
念
仏
を
主
張
す
る
と
い
う
内
容
は
存
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
念
仏
が
勝
れ
、
諸
行
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、
必
然
的
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
仏
や
経
典
が
、
た
と
え
念
仏
の
み
主
張
し
て
い
て
も
、
そ
れ
は
、
諸
行
よ
り
も
劣
っ
た
念
仏
が
易
行
で
あ
る
た
め
、
下
根
の
者
に
配
慮
し
て
、
仏
や
経
典
は
、
念
仏
を
主
張
し
て
い
る
、
と
い
う
批
判
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
、
仏
や
経
典
が
、
念
仏
を
主
張
す
る
内
容
だ
け
で
は
、
念
仏
が
勝
れ
、
諸
行
が
劣
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
。
三
部
経
講
説
で
は
、
単
に
仏
や
経
典
が
、
念
仏
を
主
張
し
て
い
る
と
い
う
内
容
を
示
す
だ
け
で
あ
っ
て
、
念
仏
が
勝
れ
、
諸
行
が
劣
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
は
示
し
え
て
い
な
い
の
で
あ
る12
）
。
そ
の
た
め
、
三
部
経
講
説
で
は
、
引
用
や
取
意
な
ど
で
は
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
は
す
る
が
、
議
論
を
経
て
の
専
修
念
仏
の
立
証
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
但
念
仏
は
、
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
と
は
字
面
も
異
な
る
し
、
内
容
も
微
妙
に
異
な
る13
）
。
簡
潔
に
違
い
を
指
摘
す
れ
ば
、
但
念
仏
は
、〞
た
だ
念
仏
の
み
〝
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
念
仏
の
み
の
世
界
で
、
助
業
や
他
の
往
生
行
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
専
修
念
仏
は
、
ひ
た
す
ら
念
仏
を
し
つ
つ
も
、
助
業
を
含
む
余
地
が
あ
る
。
故
に
、
但
念
仏
は
、
専
修
念
仏
の
類
と
異
な
り
、
別
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
但
念
仏
は
、
た
だ
念
仏
の
み
す
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
の
程
度
な
ら
ば
、
念
仏
・
諸
行
の
勝
劣
を
含
む
必
然
性
は
な
い
。
た
と
え
、
念
仏
が
諸
行
と
同
等
か
劣
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
た
だ
念
仏
の
み
す
る
と
い
う
状
況
は
あ
り
え
る
。
但
念
仏
と
は
、
そ
の
よ
う
な
念
仏
非
勝
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
念
仏
・
諸
行
の
勝
劣
を
含
ま
な
い
の
が
、
三
部
経
講
説
で
あ
る
。
そ
の
三
部
経
講
説
で
の
状
況
か
ら
、
議
論
を
経
て
の
専
修
念
仏
の
立
証
が
で
き
ず
、
代
わ
り
に
、
念
仏
・
諸
行
の
勝
劣
を
説
く
必
要
の
な
い
但
念
仏
が
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
念
仏
・
諸
行
の
勝
劣
を
示
せ
て
い
な
い
三
部
経
講
説
で
は
、
専
修
念
仏
を
議
論
を
経
て
立
証
し
て
い
な
い
。
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
を
す
る
に
も
、
引
用
・
取
意
程
度
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
い
わ
ば
善
導
の
専
修
念
仏
を
紹
介
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
そ
し
て
、
念
仏
・
諸
行
の
勝
劣
を
示
せ
て
い
る
『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
な
ど
で
は
、
議
論
を
経
て
専
修
念
仏
を
立
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
項
で
は
、
そ
の
専
修
念
仏
の
立
証
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
選
択
本
願
念
仏
説
に
よ
る
専
修
念
仏
の
立
証
で
あ
る
。
七
六
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
第
一
節
第
四
項
選
択
本
願
念
仏
説
の
導
入
三
部
経
講
説
と
違
っ
て
、『
選
択
集
』
で
は
、
議
論
を
経
て
専
修
念
仏
を
立
証
し
て
い
る14
）
。
そ
れ
を
い
か
に
成
し
遂
げ
て
い
る
の
か
。
換
言
す
れ
ば
、
専
修
念
仏
を
立
証
す
る
際
、
往
生
行
と
し
て
専
修
念
仏
を
主
張
し
、
か
つ
、
正
定
之
業
を
助
け
る
も
の
と
し
て
の
助
業
を
主
張
し
、
往
生
行
と
し
て
の
雑
行
を
否
定
し
、
か
つ
、
浄
土
宗
を
新
た
に
立
宗
す
る
（
念
仏
の
勝
・
諸
行
の
劣
）
と
い
う
要
素
を
含
め
て
、
い
か
に
成
し
遂
げ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
論
と
し
て
、
選
択
本
願
念
仏
説
が
導
入
さ
れ
た
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
同
説
で
は
、
往
生
行
を
前
提
と
し
て
、
念
仏
を
選
取
し
本
願
と
し
、
諸
行
を
選
捨
し
本
願
と
し
な
い
。
そ
し
て
、
勝
劣
義
に
よ
り
、
念
仏
が
諸
行
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
と
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
資
料
1
で
は
、
法
然
は
、
第
十
八
願
に
着
目
し
、
往
生
行
を
前
提
と
す
る
議
論
を
す
る
。
そ
し
て
、
阿
弥
陀
仏
は
、
二
百
一
十
億
の
国
土
の
中
か
ら
、
念
仏
の
み
で
往
生
す
る
国
土
を
選
取
し
本
願
と
し
、
諸
行
で
往
生
す
る
国
土
を
選
捨
し
本
願
と
し
な
い
。
よ
っ
て
、
往
生
行
を
前
提
に
、
念
仏
一
行
を
主
張
し
て
い
る
内
容
を
提
示
し
え
て
い
る15
）
。
そ
し
て
、
勝
劣
義
に
よ
り
、
念
仏
の
勝
・
諸
行
の
劣
が
示
せ
て
い
る
の
で
、
往
生
行
を
主
眼
と
す
る
法
然
教
学
に
お
い
て
、
浄
土
宗
立
宗
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
然
教
学
の
立
場
か
ら
、
往
生
行
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
中
で
、
念
仏
の
勝
・
諸
行
の
劣
を
提
示
し
て
い
る
。
諸
行
は
、
他
宗
の
行
に
通
じ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
の
諸
行
は
、
聖
道
門
の
行
を
回
向
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る
の
で
、
他
宗
の
行
に
通
じ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
他
宗
の
行
よ
り
も
、
浄
土
教
特
有
の
弥
陀
の
念
仏
が
、
勝
れ
て
い
る
と
主
張
し
え
て
い
る
の
で
あ
る16
）
。
そ
し
て
、「
浄
土
宗
」
の
よ
う
に
、「
宗
」
と
い
う
要
素
に
は
、
そ
の
「
宗
」
が
何
ら
か
の
部
分
で
、
他
宗
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
『
選
択
集
』
で
は
、
勝
劣
義
に
よ
り
、
根
拠
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
浄
土
宗
立
宗
を
立
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
こ
の
状
況
を
別
の
角
度
か
ら
い
え
ば
、
法
然
は
、
但
念
仏
で
は
な
く
、
専
修
念
仏
を
立
証
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
善
導
の
主
旨
（
但
念
仏
と
い
う
よ
り
、
専
修
念
仏
の
主
張
）
に
な
る
べ
く
沿
う
た
め
、
善
導
の
専
修
念
仏
を
法
然
な
り
に
立
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
善
導
の
専
修
念
仏
に
は
、
念
仏
の
勝
・
諸
行
の
劣
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
を
専
修
念
仏
の
立
証
に
含
ま
せ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ
で
、
法
然
は
、
勝
劣
義
の
類
の
構
想
を
し
、
念
仏
の
勝
・
諸
行
の
劣
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
既
述
の
よ
う
に
、
善
導
の
専
修
念
仏
に
は
、
専
修
念
仏
を
主
張
し
、
正
定
之
業
の
助
け
と
し
て
の
助
業
の
主
張
を
し
、
雑
行
を
主
張
し
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
の
で
あ
っ
た
。
法
然
は
、
こ
の
内
容
を
確
保
し
つ
つ
、
専
修
念
仏
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
往
生
行
を
前
提
と
し
、
念
仏
一
行
を
主
張
す
る
。
こ
の
往
生
行
の
前
提
と
い
う
要
素
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
主
張
内
容
の
念
仏
一
行
に
限
定
や
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
与
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
但
念
仏
の
よ
う
に
、
往
生
の
道
を
前
提
と
し
た
念
仏
の
み
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
往
生
行
と
い
う
異
な
る
前
提
に
よ
り
、
助
業
を
許
容
し
う
る
専
修
念
仏
の
主
張
を
な
し
え
て
い
る
の
で
あ
る17
）
。
つ
ま
り
、
往
生
行
を
前
提
に
し
、
念
仏
一
行
を
主
張
す
れ
ば
、
往
生
行
以
外
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
が
な
い
の
で
、
往
生
行
で
は
な
い
助
業
を
許
容
す
る
の
で
あ
る18
）
。
つ
ま
り
、
往
生
行
の
前
提
の
枠
外
に
つ
い
て
は
、
特
に
規
定
が
な
い
の
で
、
そ
の
前
提
の
枠
外
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
自
由
が
許
容
七
七
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
さ
れ
る
の
で
あ
る19
）
。
そ
し
て
、
諸
行
の
選
捨
に
よ
り
、
雑
行
を
主
張
し
な
い
意
味
も
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
専
修
念
仏
の
立
証
の
た
め
に
、
選
択
本
願
念
仏
説
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
但
念
仏
で
は
な
く
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
保
持
し
た
ま
ま
、
そ
れ
を
継
承
し
、
そ
の
専
修
念
仏
を
立
証
す
る
課
題
を
背
負
っ
た
法
然
に
と
っ
て
、
選
択
本
願
念
仏
説
は
必
要
な
理
論
な
の
で
あ
る20
）
。
第
二
節
選
択
思
想
と
『
北
政
所
宛
消
息
』
に
お
け
る
展
開
第
二
節
第
一
項
『
北
政
所
宛
消
息
』
の
内
容
第
一
節
で
は
、
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
た
。
同
説
で
は
、
念
仏
と
諸
行
を
対
比
し
、
念
仏
を
導
出
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
念
仏
と
諸
行
の
対
比
な
ど
の
内
容
は
、
法
然
和
語
文
献
に
い
く
ら
か
存
す
る21
）
。
そ
の
中
で
、
本
稿
で
は
、『
北
政
所
宛
消
息
』
を
取
り
あ
げ
る
。『
選
択
集
』
に
お
け
る
念
仏
と
諸
行
の
対
比
と
い
う
要
素
の
展
開
と
し
て
、『
北
政
所
宛
消
息
』
を
検
討
す
る
。
そ
の
念
仏
と
諸
行
の
対
比
に
、『
選
択
集
』
に
は
存
し
な
い
要
素
が
入
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、『
北
政
所
宛
消
息
』
な
り
の
独
自
の
展
開
が
あ
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
同
消
息
の
内
容
を
把
握
す
る
。
以
下
に
元
亨
版
『
和
語
燈
録
』
第
三
巻
所
収
の
同
消
息
の
全
文
を
あ
げ
る22
）
。
な
お
、
便
宜
上
、
筆
者
が
段
落
を
設
け
、
文
頭
に
①
・
②
・
③
…
…
の
よ
う
に
番
号
を
付
し
た
。
（
資
料
4
）
①
九
条
殿
下
の
北
政
所
へ
進
す
る
御
返
事
第
九
②
か
し
こ
ま
り
て
申
あ
け
候
。
さ
て
は
、
御
念
仏
申
さ
せ
お
は
し
ま
し
候
ら
ん
こ
そ
、
よ
に
う
れ
し
く
候
へ
。
③
ま
事
に
往
生
の
行
に
は
、
念
仏
か
め
て
た
き
事
に
て
候
也
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
弥
陀
の
本
願
の
行
な
れ
は
也
。
余
行
は
、
そ
れ
真
言
・
止
観
の
た
か
き
行
な
り
と
い
へ
と
も
、
弥
陀
の
本
願
に
あ
ら
す
。
又
念
仏
は
、
釈
迦
如
来
の
付
属
の
行
也
。
余
行
は
、
ま
こ
と
に
定
散
両
門
の
め
て
た
き
行
也
と
い
へ
と
も
、
釈
尊
、
こ
れ
を
付
属
し
給
は
す
。
又
念
仏
は
、
六
方
の
諸
仏
の
証
誠
の
行
也
。
余
行
は
、
顕
密
・
事
理
の
や
ん
こ
と
な
き
行
な
り
と
い
へ
と
も
、
諸
仏
、
こ
れ
を
証
誠
し
給
は
す
。
こ
の
ゆ
へ
に
様
々
の
行
、
お
ほ
し
と
い
へ
と
も
、
往
生
の
み
ち
に
は
、
ひ
と
へ
に
念
仏
か
す
く
れ
た
る
事
に
て
候
也
。
④
し
か
る
を
往
生
の
み
ち
に
う
と
き
人
の
申
す
や
う
は
、
余
の
真
言
・
止
観
の
行
に
た
え
さ
る
や
す
き
ま
ゝ
の
つ
と
め
に
て
こ
そ
念
仏
は
あ
れ
と
申
す
は
、
き
わ
め
た
る
ひ
か
事
に
て
候
也
。
⑤
そ
の
ゆ
へ
は
、
余
行
を
は
弥
陀
の
本
願
に
あ
ら
す
と
き
ら
ひ
す
て
ゝ
、
又
釈
尊
の
付
属
に
あ
ら
さ
る
行
を
は
え
ら
ひ
と
ゝ
め
、
又
諸
仏
の
証
誠
に
あ
ら
さ
る
行
を
は
と
ゝ
め
お
さ
め
て
、
い
ま
た
ゝ
弥
陀
の
本
願
に
ま
か
せ
、
釈
尊
の
付
属
に
よ
り
、
諸
仏
の
証
誠
に
し
た
か
ひ
て
、
お
ろ
か
な
る
わ
た
く
し
の
は
か
ら
ひ
を
は
と
ゝ
め
て
、
こ
れ
ら
の
ゆ
へ
つ
よ
き
念
仏
の
行
を
信
し
つ
と
め
て
、
往
生
を
は
い
の
る
へ
し
と
申
す
事
に
て
候
也
。
⑥
さ
れ
は
、
恵
心
の
僧
都
の
往
生
要
集
に
、
往
生
の
業
は
念
仏
を
本
と
す
と
申
た
る
は
こ
の
心
也
。
い
ま
は
た
ゝ
余
行
を
と
ゝ
め
給
て
、
一
向
に
念
仏
に
な
ら
せ
給
ふ
へ
し
。
念
仏
に
と
り
て
も
、
一
向
専
修
の
念
仏
か
め
て
た
き
事
に
て
候
也
。
そ
の
む
ね
は
、
三
昧
発
得
の
善
導
和
尚
の
観
経
疏
に
見
え
て
候
。
七
八
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
⑦
し
か
の
み
な
ら
す
、
雙
巻
経
に
は
、
一
向
専
念
量
寿
仏
と
と
き
給
へ
り
。
お
よ
そ
一
向
の
こ
と
は
ゝ
、
二
向
・
三
向
に
対
し
て
、
ひ
と
へ
に
余
の
行
を
え
ら
ひ
す
て
、
き
ら
ひ
の
そ
く
心
也
。
⑧
君
達
な
ん
と
の
御
い
の
り
の
料
な
ん
と
に
も
、
念
仏
か
め
て
た
き
事
に
て
候
へ
は
、
往
生
要
集
に
、
余
行
の
な
か
に
も
、
念
仏
す
く
れ
た
る
よ
し
見
へ
て
候
。
⑨
又
伝
教
大
師
の
七
難
消
滅
の
法
に
も
、
念
仏
を
つ
と
む
へ
し
と
見
え
て
候
。
お
よ
そ
十
方
諸
仏
・
三
界
の
天
衆
の
擁
護
し
給
ふ
行
に
て
候
へ
は
、
現
世
・
後
生
の
御
つ
と
め
、
何
事
か
こ
れ
に
す
き
候
は
ん
。
い
ま
は
た
ゝ
一
向
専
修
の
但
念
仏
に
な
ら
せ
給
ふ
へ
く
候23
）
。
資
料
4
で
は
、
本
消
息
の
題
名
を
あ
げ
た
（
①
）
の
ち
、
本
文
に
入
る
。
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
②
で
あ
る
。
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
念
仏
を
お
称
え
な
さ
る
こ
と
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
、
と
消
息
ら
し
い
出
だ
し
が
あ
っ
て
、
本
論
に
入
る
。③
で
あ
る
。
本
当
に
往
生
の
修
行
に
つ
い
て
は
、
念
仏
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
修
行
だ
か
ら
で
あ
る
。
余
行
は
、
真
言
・
止
観
の
尊
い
修
行
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
で
は
な
い
。
ま
た
、
念
仏
は
、
釈
迦
の
付
属
の
修
行
で
あ
る
。
余
行
は
、
定
善
・
散
善
の
二
つ
の
教
え
の
す
ば
ら
し
い
修
行
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
釈
尊
は
こ
れ
ら
を
付
属
し
て
い
な
い
。
ま
た
念
仏
は
、
六
方
諸
仏
の
証
誠
の
修
行
で
あ
る
。
余
行
は
、
顕
密
・
事
理
の
尊
い
修
行
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
諸
仏
は
こ
れ
を
証
誠
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
様
々
に
修
行
は
多
い
け
れ
ど
も
、
往
生
の
道
に
は
、
特
に
念
仏
が
勝
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。④
⑤
。
し
か
し
、
往
生
の
道
に
疎
い
人
が
い
う
こ
と
は
、
他
の
真
言
・
止
観
の
修
行
に
堪
え
ら
れ
な
い
た
め
の
、
容
易
い
ま
ま
の
修
行
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
念
仏
が
あ
る
の
だ
と
い
う
の
は
、
大
変
な
誤
り
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
余
行
を
阿
弥
陀
仏
の
本
願
で
は
な
い
と
、
我
々
は
嫌
い
捨
て
、
ま
た
、
釈
尊
の
付
属
で
は
な
い
修
行
を
、
我
々
は
選
ん
で
や
め
て
、
ま
た
、
諸
仏
の
証
誠
で
は
な
い
修
行
を
、
我
々
は
や
め
て
放
置
し
、
い
ま
は
た
だ
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
任
せ
、
釈
尊
の
付
属
に
依
り
、
諸
仏
の
証
誠
に
従
っ
て
、
愚
か
で
あ
る
自
分
の
計
ら
い
を
や
め
て
、
こ
れ
ら
の
十
分
な
根
拠
の
あ
る
念
仏
の
修
行
を
信
じ
て
行
い
、
往
生
を
祈
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
⑥
。
だ
か
ら
、
恵
心
僧
都
の
『
往
生
要
集
』
に
、「
往
生
の
業
は
念
仏
を
根
本
と
す
る
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
趣
旨
で
あ
る
。
い
ま
は
た
だ
、
余
行
を
や
め
て
、
一
向
に
念
仏
す
べ
き
で
あ
る
。
念
仏
の
中
で
も
、
一
向
専
修
の
念
仏
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
主
旨
は
、
三
昧
発
得
し
た
善
導
の
『
観
経
疏
』
に
見
ら
れ
る
。⑦
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
無
量
寿
経
』
に
は
、「
一
向
に
ひ
た
す
ら
無
量
寿
仏
を
念
じ
る
」
と
説
い
て
い
る
。
概
し
て
、「
一
向
」
と
い
う
語
は
、「
二
向
・
三
向
」
に
対
し
て
、
特
に
他
の
修
行
を
選
ん
で
嫌
っ
て
除
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
⑧
。
身
分
の
高
い
人
々
の
御
祈
り
に
つ
い
て
も
、
念
仏
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
の
で
、『
往
生
要
集
』
に
、
余
行
の
中
で
も
念
仏
が
勝
れ
て
い
る
根
拠
が
見
ら
れ
る
。
⑨
。
ま
た
、
伝
教
大
師
の
『
七
難
消
滅
の
法
』
に
も
、「
念
仏
を
修
行
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
七
九
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
。
概
し
て
、
十
方
諸
仏
や
、
三
界
の
多
く
の
天
人
た
ち
が
擁
護
す
る
修
行
で
あ
る
の
で
、
現
世
や
後
の
生
の
修
行
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
の
も
の
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
い
ま
は
た
だ
、
一
向
専
修
の
但
念
仏
を
す
べ
き
で
あ
る
、
と
資
料
4
で
は
説
い
て
い
る
。
以
上
の
資
料
4
の
内
容
を
、
次
項
で
分
析
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
消
息
の
構
造
を
解
明
す
る
。
第
二
節
第
二
項
『
北
政
所
宛
消
息
』
の
構
造
資
料
4
の
①
は
本
消
息
の
題
名
、
②
は
消
息
ら
し
い
書
き
出
し
で
あ
る
。
教
学
的
内
容
は
、
③
か
ら
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、
構
造
を
詳
し
く
明
ら
か
に
す
る
。
③
の
「
ま
事
に
往
生
の
行
に
は
、
念
仏
か
め
て
た
き
事
に
て
候
也
。」
は
、
本
消
息
の
主
題
と
も
い
え
る
文
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
消
息
全
体
を
見
渡
せ
ば
、
一
貫
し
て
、
念
仏
が
す
ば
ら
し
い
修
行
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
右
記
の
文
は
、
本
消
息
の
主
題
と
い
え
る
。
本
消
息
で
は
、
③
の
よ
う
に
、
ま
ず
、
主
題
と
な
る
文
を
表
明
し
、
以
下
に
、
そ
の
根
拠
な
ど
を
提
示
す
る
と
い
う
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
念
仏
が
す
ば
ら
し
い
と
い
う
主
題
を
立
証
す
る
の
が
、
以
下
の
内
容
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、「
そ
の
ゆ
へ
は
、」
と
し
、
以
下
に
念
仏
が
す
ば
ら
し
い
根
拠
を
示
す
。
つ
ま
り
、
念
仏
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
で
あ
り
、
釈
尊
の
付
属
で
あ
り
、
六
方
諸
仏
の
証
誠
だ
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
一
方
、
諸
行
は
、
非
本
願
・
非
付
属
・
非
証
誠
で
あ
る
か
ら
、
往
生
の
道
で
は
、
諸
行
よ
り
も
念
仏
の
ほ
う
が
勝
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
③
で
は
、
念
仏
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
根
拠
付
け
て
い
る
。
こ
の
根
拠
付
け
の
内
容
は
、
例
え
ば
、『
選
択
集
』
に
お
け
る
念
仏
と
諸
行
の
比
較
の
内
容
を
、
お
お
よ
そ
、
踏
襲
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、『
選
択
集
』
第
三
・
十
二
・
十
四
章
の
内
容
で
あ
る
。
次
に
④
で
は
、
往
生
の
道
に
疎
い
者
の
疑
問
が
提
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
真
言
・
止
観
の
修
行
に
堪
え
ら
れ
な
い
た
め
の
容
易
い
ま
ま
の
修
行
だ
か
ら
こ
そ
、
念
仏
は
存
す
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
の
内
容
は
、『
選
択
集
』
に
は
存
し
な
い
問
い
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
疑
問
は
、
法
然
教
学
と
は
異
な
る
立
場
で
あ
る
。
法
然
教
学
の
立
場
で
は
、
③
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
『
選
択
集
』
の
勝
劣
義
の
よ
う
に
、
念
仏
を
勝
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
④
で
は
、
念
仏
は
劣
っ
た
行
な
の
だ
が
、
真
言
・
止
観
の
修
行
に
堪
え
ら
れ
な
い
者
の
た
め
に
存
す
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
含
む
の
で
、
念
仏
を
勝
と
明
示
す
る
立
場
と
は
異
な
る
と
い
え
よ
う
。
更
に
、
こ
の
疑
問
に
は
、
真
言
・
止
観
の
行
の
ほ
う
を
優
先
し
て
お
り
、
本
来
は
、
念
仏
よ
り
も
、
真
言
・
止
観
の
行
を
修
め
る
べ
き
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
含
ん
で
い
よ
う
。
こ
れ
も
、
法
然
教
学
や
念
仏
の
勝
と
は
異
な
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
実
際
、
本
消
息
で
も
、
そ
の
疑
問
を
、「
き
わ
め
た
る
ひ
か
事
に
て
候
也
。」
と
し
、
そ
の
疑
問
を
否
定
し
て
い
る
。
④
の
文
は
、
本
消
息
の
⑤
以
降
の
内
容
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
消
息
が
作
成
さ
れ
た
際
、
④
の
よ
う
な
疑
問
が
存
し
、
そ
れ
に
答
え
よ
う
と
し
て
、
本
消
息
を
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
消
息
執
筆
の
最
大
の
動
機
は
、
こ
の
④
の
疑
問
に
答
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
単
に
念
仏
の
勝
を
説
く
な
ら
、
⑤
以
降
の
内
容
は
不
用
で
あ
り
、
③
ま
で
で
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
、
③
ま
で
で
な
く
、
④
を
経
て
、
⑤
以
降
の
内
容
が
続
八
〇
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
⑤
以
降
の
内
容
は
、
主
張
す
る
力
を
十
分
備
え
た
も
の
で
あ
り
、
本
消
息
に
お
い
て
重
要
で
も
あ
る
。
ま
た
、
④
は
法
然
教
学
に
と
っ
て
、
特
殊
か
つ
重
大
な
問
い
と
い
え
る
。
お
そ
ら
く
、
④
の
よ
う
な
疑
問
が
実
際
の
現
場
に
あ
る
の
で
、
本
消
息
で
は
、
ま
ず
③
の
念
仏
の
勝
を
提
示
し
、
特
殊
で
重
大
な
④
の
疑
問
を
提
起
し
や
す
い
よ
う
に
し
、
か
つ
、
⑤
の
内
容
の
前
提
の
役
割
を
担
わ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
④
の
疑
問
を
提
示
し
や
す
く
す
る
た
め
、
③
を
ま
ず
配
置
し
、
③
に
対
す
る
疑
問
と
し
て
、
④
を
ス
ム
ー
ズ
に
示
す
。
そ
し
て
、
そ
の
疑
問
の
答
え
と
し
て
、
⑤
以
降
の
文
を
配
置
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
④
の
疑
問
が
本
消
息
の
焦
点
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
や
は
り
、
④
の
疑
問
は
、
本
消
息
執
筆
の
最
大
の
動
機
と
い
え
よ
う
。
次
に
⑤
で
は
、
諸
行
は
非
本
願
・
非
付
属
・
非
証
誠
で
あ
る
の
で
、
諸
行
を
嫌
い
捨
て
る
べ
き
こ
と
を
説
き
、
愚
か
な
自
分
の
計
ら
い
を
や
め
、
根
拠
十
分
な
念
仏
の
行
を
信
じ
修
行
し
、
往
生
を
目
指
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
④
の
疑
問
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
④
の
疑
問
に
含
ま
れ
る
、〞
念
仏
よ
り
も
真
言
・
止
観
が
優
先
さ
れ
る
〝
と
い
う
内
容
に
対
し
、
諸
行
の
非
本
願
な
ど
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
諸
行
よ
り
も
念
仏
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
、
か
つ
、
こ
の
世
で
の
悟
り
で
は
な
く
、
往
生
を
主
張
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
④
の
疑
問
に
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
⑤
の
内
容
は
、
衆
生
の
立
場
に
立
っ
た
内
容
で
あ
り
、
衆
生
が
ど
の
よ
う
に
修
行
を
選
べ
ば
よ
い
の
か
、
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
衆
生
が
諸
行
を
や
め
、
念
仏
を
修
行
す
べ
き
根
拠
と
し
て
、
⑥
以
降
の
内
容
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
⑥
〜
⑨
で
は
、
念
仏
の
勝
を
立
証
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
⑤
の
内
容
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
念
仏
の
勝
の
提
示
が
要
請
さ
れ
、
⑥
〜
⑨
の
内
容
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
⑤
で
は
、
衆
生
の
立
場
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
⑤
で
そ
の
よ
う
に
す
る
の
は
、
理
由
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
④
の
疑
問
で
は
、
単
に
、
往
生
行
同
士
を
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
聖
道
門
の
修
行
と
往
生
行
の
念
仏
を
比
較
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
③
の
内
容
や
、『
選
択
集
』
な
ど
で
な
さ
れ
る
選
択
思
想
と
は
異
な
る
。
③
や
選
択
思
想
で
は
、
往
生
行
同
士
を
比
較
す
る
故
、
同
次
元
の
比
較
と
な
る24
）
。
し
か
し
、
本
消
息
の
④
で
は
、
そ
う
な
っ
て
お
ら
ず
、
異
な
る
次
元
の
修
行
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
③
や
選
択
思
想
の
よ
う
に
、
修
行
同
士
を
単
に
比
較
し
て
も
、
満
足
な
結
果
が
得
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
修
行
の
勝
劣
の
比
較
を
し
よ
う
に
も
、
そ
の
修
行
が
異
な
る
価
値
観
（
悟
り
と
往
生
の
異
な
り
）
の
も
の
の
た
め
、
比
較
し
よ
う
に
も
、
十
分
に
比
較
で
き
な
い
の
で
あ
る25
）
。
そ
こ
で
、
④
の
疑
問
に
対
す
る
⑤
で
は
、
聖
道
門
の
修
行
と
往
生
行
の
修
行
を
比
較
す
る
た
め
、
視
点
を
衆
生
側
に
移
し
、
衆
生
が
修
行
す
る
立
場
に
立
っ
て
、
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
当
な
比
較
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
往
生
を
目
指
す
衆
生
の
立
場
で
は
、
ど
の
行
が
勝
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
視
点
か
ら
比
較
す
れ
ば
、
あ
る
意
味
、
同
次
元
の
比
較
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
同
じ
往
生
を
目
指
す
衆
生
に
お
け
る
価
値
観
に
よ
り
、
比
較
で
き
る
の
で
あ
る
。
異
な
っ
た
次
元
の
も
の
を
、
往
生
を
目
指
す
衆
生
の
立
場
と
い
う
要
素
に
移
し
、
そ
の
衆
生
の
立
場
と
い
う
要
素
内
で
、
異
次
元
の
も
の
を
、
同
次
元
の
も
の
に
変
容
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
視
点
を
往
生
を
目
指
す
衆
生
の
立
場
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
⑤
で
は
、
衆
生
の
立
場
に
立
っ
た
視
点
で
議
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
八
一
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
③
の
前
提
が
あ
る
の
で
、
そ
の
前
提
で
衆
生
の
立
場
に
立
て
ば
ど
う
な
る
の
か
、
表
現
し
た
の
が
、
⑤
の
文
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
③
の
本
願
・
付
属
・
証
誠
の
議
論
の
前
提
に
、
衆
生
の
立
場
に
立
っ
て
の
念
仏
と
諸
行
の
比
較
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
⑤
の
内
容
と
な
る
。
か
く
し
て
、
⑤
の
表
現
の
必
然
性
が
明
ら
か
と
な
る
。
次
に
⑥
で
あ
る
。
源
信
『
往
生
要
集
』
の
内
容
を
取
り
あ
げ
、
⑤
の
補
強
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
⑤
で
は
、「
こ
れ
ら
の
ゆ
へ
つ
よ
き
念
仏
の
行
を
信
し
つ
と
め
て
、
往
生
を
は
い
の
る
へ
し
と
申
す
事
に
て
候
也
。」
と
あ
り
、
つ
ま
り
、
〞
こ
れ
ら
の
十
分
な
根
拠
の
あ
る
念
仏
の
修
行
を
信
じ
て
行
い
、
往
生
を
祈
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
〝
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
補
強
の
た
め
、『
往
生
要
集
』
の
「
往
生
の
業
は
念
仏
を
本
と
す
」
と
い
う
内
容
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
聖
道
門
の
修
行
と
往
生
行
の
念
仏
と
で
は
、
真
正
面
か
ら
比
較
で
き
な
い
の
で
、
聖
道
門
の
行
を
往
生
行
と
見
な
し
て
比
較
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
⑥
で
は
、
④
の
「
真
言
・
止
観
の
行
」
が
、
回
向
を
加
え
れ
ば
往
生
行
と
も
な
り
え
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
想
定
し
て
、
往
生
行
同
士
を
比
較
し
、
『
往
生
要
集
』
の
文
を
用
い
て
、
や
は
り
念
仏
の
方
が
よ
い
と
立
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
⑥
で
は
、
そ
の
他
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
に
も
、
一
向
専
修
念
仏
を
主
張
す
る
と
説
く
。
こ
の
よ
う
に
、
⑥
で
は
い
ず
れ
も
、
経
典
の
文
で
は
な
く
、
人
師
の
説
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
人
師
の
説
の
ほ
う
が
、
念
仏
を
勧
め
る
意
図
が
明
示
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
そ
の
人
師
の
説
を
取
り
あ
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
次
に
⑦
で
は
⑥
の
補
強
の
た
め
、『
無
量
寿
経
』
三
輩
文
の
一
向
専
念
無
量
寿
仏
の
文
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
⑥
で
は
、「
い
ま
は
た
ゝ
余
行
を
と
ゝ
め
給
て
、
一
向
に
念
仏
に
な
ら
せ
給
ふ
へ
し
。
念
仏
に
と
り
て
も
、
一
向
専
修
の
念
仏
か
め
て
た
き
事
に
て
候
也
。」
と
あ
り
、
一
向
専
修
念
仏
を
提
示
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
根
拠
を
、
経
典
で
あ
る
『
無
量
寿
経
』
に
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
経
三
輩
文
は
、
三
部
経
の
文
の
中
で
、
唯
一
、
一
向
専
修
念
仏
を
明
示
す
る
も
の
な
の
で
、
同
経
の
文
を
根
拠
と
し
て
引
く
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
一
向
と
は
二
向
・
三
向
で
は
な
い
、
ひ
た
す
ら
余
行
を
捨
て
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
を
お
さ
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
一
向
の
定
義
を
し
、
あ
く
ま
で
念
仏
の
み
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
⑧
で
は
、
祈
り
に
お
い
て
も
、
念
仏
が
よ
い
こ
と
を
説
き
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、『
往
生
要
集
』
大
文
第
七
念
仏
利
益
の
内
容
を
指
摘
す
る
。
今
度
は
、
聖
道
門
の
修
行
と
往
生
行
の
念
仏
の
比
較
を
祈
り
と
い
う
領
域
で
行
い
、
念
仏
を
勧
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
祈
り
と
い
う
往
生
と
は
異
な
る
面
で
も
、
念
仏
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
主
張
し
、
祈
り
と
い
う
領
域
で
聖
道
門
の
修
行
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
⑤
で
は
、
衆
生
の
立
場
に
立
っ
て
の
比
較
を
し
た
。
ま
た
、
⑥
⑦
で
は
、
往
生
行
と
し
て
の
念
仏
と
余
行
と
の
比
較
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
⑧
で
は
、
祈
り
と
い
う
領
域
に
お
け
る
聖
道
門
の
修
行
と
往
生
行
の
念
仏
の
比
較
と
い
う
こ
と
で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
念
仏
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
念
仏
と
聖
道
門
の
修
行
を
比
較
し
て
い
る
が
、
聖
道
門
の
本
質
の
部
分
と
を
比
較
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、
娑
婆
世
界
で
悟
り
の
た
め
の
修
行
を
す
る
と
い
う
聖
道
門
の
行
と
の
比
較
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
副
次
的
な
祈
り
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
違
和
感
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
八
二
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
し
か
し
、
聖
道
門
の
修
行
と
往
生
行
の
念
仏
と
は
、
元
々
、
別
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
比
較
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
共
通
項
目
で
比
較
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ
で
、
⑤
〜
⑦
で
は
、
聖
道
門
の
修
行
の
、
往
生
と
い
う
側
面
で
比
較
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
⑧
で
も
、
聖
道
門
の
修
行
と
往
生
行
の
念
仏
と
の
共
通
項
目
で
あ
る
、
祈
り
と
い
う
場
で
比
較
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
聖
道
門
の
本
質
で
あ
る
娑
婆
で
の
悟
り
の
修
行
と
、
往
生
行
の
念
仏
と
の
、
真
正
面
の
比
較
は
不
可
能
な
の
で
、
や
む
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
⑨
で
あ
る
。
伝
教
大
師
『
七
難
消
滅
の
法
』
の
中
で
も
、
や
は
り
、
念
仏
が
よ
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
『
七
難
消
滅
の
法
』
は
、
現
存
し
な
い
よ
う
だ
が
、
お
そ
ら
く
、
当
時
存
在
し
て
い
て
、
七
難
の
消
滅
の
法
で
も
、
余
行
よ
り
も
、
念
仏
が
よ
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
、
聖
道
門
の
修
行
と
、
往
生
行
の
念
仏
の
比
較
を
し
て
い
る
が
、
や
は
り
、
七
難
消
滅
の
領
域
と
い
う
共
通
項
目
の
比
較
に
よ
り
、
念
仏
が
よ
い
と
立
証
し
、
衆
生
が
念
仏
を
修
行
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
で
あ
る
。
今
度
は
、
諸
仏
や
天
衆
の
擁
護
に
お
い
て
も
、
念
仏
が
よ
い
こ
と
を
述
べ
、
現
世
で
も
後
世
で
も
、
い
ず
れ
も
念
仏
が
よ
い
こ
と
を
主
張
し
、
や
は
り
、
聖
道
門
の
修
行
で
も
、
往
生
行
と
し
て
の
諸
行
で
も
、
念
仏
の
ほ
う
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
主
張
し
、
衆
生
た
ち
に
念
仏
を
選
ぶ
べ
き
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る26
）
。
以
上
、『
北
政
所
宛
消
息
』
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
消
息
の
構
造
は
、
緊
密
な
も
の
で
あ
り
、
論
理
的
に
無
理
の
な
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
消
息
の
内
容
は
、
例
え
ば
、『
選
択
集
』
の
選
択
思
想
と
は
微
妙
に
異
な
る
内
容
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
く
念
仏
の
勝
を
提
示
す
る
が
、
そ
の
中
で
、
選
択
思
想
で
は
、
往
生
行
と
し
て
の
念
仏
と
諸
行
と
の
比
較
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
展
開
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
消
息
で
は
、
往
生
行
以
外
の
要
素
で
も
比
較
せ
ざ
る
を
え
な
い
た
め
、
祈
り
・
七
難
生
滅
の
法
・
擁
護
な
ど
が
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る27
）
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
三
部
経
講
説
・『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
教
説
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
違
い
が
生
じ
る
の
は
、
本
消
息
の
④
が
原
因
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
④
で
聖
道
門
の
真
言
・
止
観
の
行
と
、
往
生
行
の
念
仏
と
の
対
比
を
す
る
た
め
、
そ
の
解
答
で
あ
る
⑤
以
降
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
故
に
、
選
択
思
想
と
は
少
し
異
な
っ
た
様
相
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
相
違
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
が
特
異
な
内
容
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
法
然
の
考
え
方
に
沿
う
も
の
と
見
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
選
択
思
想
は
、
法
然
の
も
の
と
し
て
動
か
せ
な
い
が
、
本
消
息
に
お
け
る
特
徴
的
表
現
は
、
法
然
の
考
え
方
に
沿
う
も
の
と
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
解
答
を
探
る
べ
く
、
筆
者
は
、
法
然
の
教
え
の
精
神
と
い
う
概
念
を
想
定
す
る
。
本
消
息
の
内
容
が
、
法
然
の
教
え
の
精
神
に
叶
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
れ
を
次
項
で
検
討
す
る
。
第
二
節
第
三
項
法
然
の
教
え
の
精
神
と
『
北
政
所
宛
消
息
』
筆
者
が
提
示
す
る
、
法
然
の
教
え
の
精
神
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
説
明
し
よ
う
。
何
か
問
題
・
疑
問
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
際
、
法
然
の
教
え
で
は
、
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
、
解
答
を
示
し
た
い
場
合
が
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
何
ら
か
の
問
題
・
疑
問
を
、
法
然
の
教
え
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
考
え
る
。
こ
こ
で
の
想
定
は
、
八
三
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
問
題
・
疑
問
に
つ
い
て
、
法
然
の
教
え
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
を
示
そ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
問
題
・
疑
問
と
、
法
然
の
教
え
と
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
考
え
る
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
問
題
・
疑
問
と
、
法
然
の
教
え
と
が
混
ざ
っ
て
、
論
理
的
に
考
察
さ
れ
、
新
た
な
結
論
を
得
る
。
こ
の
際
の
「
法
然
の
教
え
」
と
は
、
法
然
の
教
え
の
精
神
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
何
ら
か
の
問
題
・
疑
問
に
対
し
方
向
性
を
与
え
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
問
題
・
疑
問
を
、
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
法
然
の
教
え
の
考
え
方
に
よ
っ
て
、
処
理
さ
れ
、
結
論
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
の
教
え
の
精
神
と
は
、
法
然
の
教
え
の
考
え
方
と
い
え
、
解
答
に
よ
り
、
方
向
を
与
え
る
も
の
な
の
で
、
方
向
性
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
法
然
の
教
え
の
精
神
は
、
そ
の
教
え
の
中
で
、
大
前
提
と
な
る
も
の
な
の
で
、
大
き
な
方
向
性
と
な
る
も
の
と
も
い
え
る
。
何
ら
か
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
新
た
な
問
題
を
考
え
る
時
、
我
々
は
、
そ
の
精
神
と
問
題
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
考
え
、
結
論
を
出
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
こ
と
を
、
法
然
の
教
え
に
も
応
用
し
た
の
が
、
法
然
の
教
え
の
精
神
で
あ
る
。
ま
た
、
法
然
の
教
え
の
精
神
と
、
何
ら
か
の
問
題
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
考
え
、
結
論
を
得
た
時
、
そ
の
結
論
は
、
新
た
な
法
然
の
教
え
と
い
え
よ
う
。
そ
の
新
た
な
法
然
の
教
え
は
、
法
然
の
教
え
の
精
神
に
方
向
付
け
ら
れ
た
も
の
、
色
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
法
然
の
教
え
の
精
神
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
大
方
、
以
上
の
よ
う
な
も
の
と
い
え
る
。
で
は
、
具
体
的
に
、
法
然
の
教
え
の
精
神
の
内
容
と
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
現
在
の
筆
者
の
研
究
で
は
、
詳
細
ま
で
は
詰
め
切
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
お
お
よ
そ
指
摘
す
る
な
ら
、
法
然
の
教
え
の
精
神
と
は
、
法
然
の
教
え
の
基
本
を
な
す
、
教
条
の
よ
う
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
往
生
浄
土
を
目
指
す
と
い
う
要
素
・
凡
夫
を
教
え
の
中
心
的
対
象
と
す
る
要
素
・
出
離
生
死
の
た
め
な
ら
ば
、
念
仏
の
み
を
主
張
す
る
と
い
う
要
素
等
々
で
あ
ろ
う28
）
。
こ
の
法
然
の
教
え
の
精
神
を
用
い
て
、
本
消
息
の
分
析
を
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前
項
で
問
題
提
起
し
た
よ
う
に
、
本
消
息
に
は
、
三
部
経
講
説
・『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
な
ど
に
は
存
し
な
い
特
異
な
表
現
が
存
す
る
。
こ
れ
を
法
然
の
考
え
に
沿
う
も
の
と
し
て
よ
い
の
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
法
然
の
教
え
の
精
神
を
用
い
る
。
そ
し
て
本
消
息
は
、
表
現
上
、
特
異
な
も
の
も
あ
る
が
、
法
然
の
教
え
の
精
神
に
は
叶
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
れ
を
以
下
で
議
論
す
る
。
こ
こ
で
の
議
論
に
関
係
す
る
法
然
の
教
え
の
精
神
の
要
素
と
は
、
出
離
生
死
の
た
め
な
ら
ば
、
念
仏
の
み
を
主
張
す
る
と
い
う
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
然
の
中
心
的
教
義
書
の
三
部
経
講
説
・『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
に
共
通
す
る
要
素
で
あ
り
、
法
然
教
学
で
は
、
本
質
的
・
根
本
的
要
素
と
い
え
る
の
で
、
法
然
の
教
え
の
精
神
に
含
ま
れ
る
と
し
て
も
大
過
な
か
ろ
う
。
そ
の
出
離
生
死
の
た
め
な
ら
ば
、
念
仏
の
み
を
主
張
す
る
と
い
う
要
素
に
、
善
行
で
あ
る
諸
行
を
加
え
れ
ば
、
出
離
生
死
の
た
め
な
ら
ば
、
念
仏
の
み
を
主
張
す
る
と
い
う
法
然
の
教
え
の
精
神
が
利
い
て
、
念
仏
と
諸
行
と
を
対
比
し
、
念
仏
の
み
導
出
す
る
と
い
う
新
た
な
要
素
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
、
法
然
の
教
え
の
精
神
か
ら
派
生
し
た
要
素
で
あ
り
、
法
然
の
教
え
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
念
仏
と
諸
行
と
を
対
比
し
、
念
仏
の
み
を
導
出
す
る
と
い
う
要
素
は
、
本
消
息
で
は
③
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
③
で
は
、
念
仏
と
諸
行
八
四
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
を
、
本
願
・
付
属
・
証
誠
の
観
点
か
ら
、
念
仏
を
導
出
し
て
い
る
。
こ
の
③
の
内
容
は
、
法
然
の
教
え
の
精
神
か
ら
派
生
し
た
要
素
を
一
表
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。
本
消
息
の
こ
の
法
然
の
教
え
の
精
神
か
ら
派
生
し
た
も
の
に
対
し
、
次
の
④
で
、
疑
問
を
投
じ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
③
の
法
然
の
教
え
の
精
神
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
、
④
の
疑
問
を
混
ぜ
て
、
導
出
さ
れ
た
解
答
が
、
⑤
以
降
の
内
容
と
な
る
。
つ
ま
り
、
法
然
の
教
え
の
精
神
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
、
念
仏
と
諸
行
を
対
比
し
、
念
仏
の
み
を
導
出
す
る
内
容
に
よ
り
、
③
の
本
願
・
付
属
・
証
誠
の
釈
文
の
内
容
が
存
す
る
。
そ
の
③
の
内
容
の
次
に
、
④
の
疑
問
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
念
仏
と
は
、
真
言
・
止
観
の
行
に
堪
え
ら
れ
な
い
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
本
消
息
で
は
「
ひ
か
事
」
と
否
定
す
る
。
こ
の
内
容
か
ら
、
真
言
・
止
観
な
ど
の
聖
道
門
の
修
行
と
、
往
生
行
と
し
て
の
念
仏
と
の
対
比
が
な
さ
れ
、
結
論
が
念
仏
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
④
の
内
容
か
ら
の
要
請
に
答
え
る
た
め
、
⑤
以
降
の
内
容
が
あ
り
、
聖
道
門
の
修
行
と
往
生
行
の
念
仏
と
を
多
角
的
に
対
比
し
、
念
仏
の
み
が
導
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
に
議
論
し
た
よ
う
に
、
ど
う
や
ら
、
そ
の
導
出
に
は
、
無
理
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
右
記
の
よ
う
な
法
然
の
教
え
の
精
神
を
用
い
た
本
消
息
の
分
析
か
ら
、
本
消
息
の
内
容
は
、
法
然
の
教
え
の
精
神
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
同
じ
考
え
方
・
方
向
性
と
い
え
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
法
然
の
教
え
の
精
神
に
叶
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
三
部
経
講
説
・『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
と
は
異
な
る
内
容
を
、
本
消
息
は
含
む
が
、
法
然
の
教
え
の
精
神
・
考
え
方
・
方
向
性
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
、
上
記
の
議
論
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
法
然
の
教
え
の
精
神
と
い
う
様
式
を
用
い
れ
ば
、
そ
の
法
然
文
献
・
法
語
が
、
法
然
の
教
え
の
精
神
に
叶
っ
た
も
の
か
否
か
、
判
別
可
能
と
い
え
る
。『
北
政
所
宛
消
息
』
で
は
、
法
然
の
教
え
の
精
神
に
叶
っ
た
も
の
と
判
断
で
き
よ
う
が
、
仮
に
、
こ
の
様
式
で
整
合
性
が
と
れ
な
い
も
の
が
、
法
然
文
献
・
法
語
の
中
で
存
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
現
在
確
認
で
き
る
範
囲
で
の
法
然
の
教
え
の
精
神
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
お
わ
り
に
本
稿
を
ま
と
め
る
。
第
一
節
で
は
、『
選
択
集
』
に
お
け
る
選
択
本
願
念
仏
説
に
よ
る
、
専
修
念
仏
の
立
証
を
検
討
し
た
。
こ
れ
は
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
立
証
で
あ
る
。
そ
の
善
導
の
専
修
念
仏
に
は
様
々
な
行
の
関
係
性
の
意
味
が
存
す
る
が
、
そ
の
意
味
を
保
存
し
た
ま
ま
、
専
修
念
仏
を
立
証
す
る
の
が
、
法
然
の
課
題
と
い
え
る
。
法
然
は
、
そ
の
課
題
を
克
服
し
、
そ
の
専
修
念
仏
を
立
証
し
た
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
善
導
の
専
修
念
仏
に
は
、
雑
行
を
否
定
し
、
助
業
を
許
容
し
、
念
仏
の
み
主
張
す
る
意
味
を
含
む
。
更
に
、
法
然
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
浄
土
宗
立
宗
と
い
う
意
味
も
含
む
。
こ
れ
ら
意
味
を
保
存
し
て
の
専
修
念
仏
立
証
の
課
題
克
服
に
、
法
然
は
選
択
本
願
念
仏
説
を
用
い
た
。
往
生
行
を
前
提
に
し
て
の
念
仏
一
行
の
導
出
に
よ
り
、
雑
行
を
捨
て
、
助
業
を
許
容
し
、
念
仏
の
み
を
勧
め
る
状
況
を
構
築
し
た
。
ま
た
勝
劣
義
の
導
入
に
よ
り
、
念
仏
が
勝
と
な
り
、
浄
土
宗
が
他
宗
よ
り
も
勝
れ
、
浄
土
宗
立
宗
の
立
証
を
な
し
え
た
の
で
あ
る
。
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第
二
節
で
は
、『
北
政
所
宛
消
息
』
の
分
析
で
あ
る
。
同
消
息
の
構
造
を
分
析
し
、
緊
密
な
構
成
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
同
消
息
に
は
、
三
部
経
講
説
・『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
、
特
異
な
表
現
が
存
す
る
。
こ
れ
を
検
討
す
る
た
め
、
法
然
の
教
え
の
精
神
と
い
う
概
念
を
導
入
し
て
、
同
消
息
が
法
然
の
教
え
の
精
神
に
叶
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
一
節
で
議
論
し
た
『
選
択
集
』
の
選
択
思
想
と
、
第
二
節
で
議
論
し
た
『
北
政
所
宛
消
息
』
の
内
容
と
で
は
、
異
な
る
面
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
要
因
は
、『
北
政
所
宛
消
息
』
に
お
い
て
、
④
の
疑
問
が
提
示
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
④
の
疑
問
は
、『
選
択
集
』
に
も
見
ら
れ
ず
、
三
部
経
講
説
・『
逆
修
説
法
』
に
も
存
し
な
い
。『
選
択
集
』
と
『
北
政
所
宛
消
息
』
と
で
は
、
同
じ
法
然
の
教
え
の
精
神
か
ら
派
生
し
た
も
の
を
有
す
る
が
、
④
の
よ
う
な
特
殊
な
内
容
が
提
示
さ
れ
た
た
め
、『
北
政
所
宛
消
息
』
で
は
、
⑤
以
降
で
特
異
な
内
容
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
く
念
仏
と
諸
行
と
の
対
比
を
し
、
念
仏
の
み
を
導
出
す
る
と
い
う
要
素
で
は
共
通
す
る
が
、『
北
政
所
宛
消
息
』
に
お
い
て
、『
選
択
集
』
な
ど
に
は
な
い
特
殊
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
た
め
、
念
仏
の
み
の
導
出
・
立
証
に
、
相
違
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
本
稿
を
振
り
返
れ
ば
、
法
然
の
教
え
の
精
神
を
軸
に
、『
選
択
集
』
の
一
部
と
『
北
政
所
宛
消
息
』
の
内
容
を
見
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
法
然
の
教
え
の
精
神
や
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
は
共
通
し
つ
つ
も
、
様
々
な
前
提
・
文
脈
の
違
い
に
よ
り
、
一
方
は
『
選
択
集
』
に
な
り
、
一
方
は
『
北
政
所
宛
消
息
』
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
様
相
の
一
端
を
、
本
稿
で
確
認
し
た
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う29
）
。
〔
注
〕
1
）林
田
康
順
氏
は
、「
法
然
に
お
け
る
「
選
択
」
思
想
の
成
立
と
そ
の
意
義
」（『
仏
教
学
』
五
一
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
）
の
論
の
中
で
、
選
択
思
想
の
意
義
が
、
仏
辺
に
よ
る
専
修
念
仏
の
勧
め
や
、
勝
劣
義
な
ど
に
よ
る
浄
土
立
宗
の
主
張
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
り
、
同
思
想
の
き
っ
か
け
が
、
王
日
休
の
無
量
寿
経
校
合
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
・
示
唆
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
林
田
氏
の
論
と
は
や
や
異
な
る
視
点
か
ら
、
同
説
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
よ
り
善
導
の
教
学
を
注
視
し
て
、
選
択
本
願
念
仏
説
が
い
か
に
専
修
念
仏
や
浄
土
宗
を
厳
密
に
立
証
し
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
2
）た
だ
し
、
三
部
経
講
説
の
場
合
、
新
層
と
古
層
に
分
か
れ
、『
逆
修
説
法
』
よ
り
前
の
成
立
の
も
の
は
、
古
層
の
部
分
で
あ
ろ
う
。
そ
の
新
層
・
古
層
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
岸
一
英
氏
が
強
調
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
岸
一
英
「『
逆
修
説
法
』
と
『
三
部
経
釈
』」（
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
浄
土
宗
典
籍
研
究
研
究
篇
』、
同
朋
舎
、
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
）、
同
「『
三
部
経
釈
』
の
研
究
（
一
）」（『
法
然
上
人
研
究
』
一
、
平
成
四
年
四
月
）
な
ど
参
照
。
3
）詳
細
は
、
拙
稿
「
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
」（『
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
に
発
表
予
定
）
で
論
じ
た
い
。
4
）例
え
ば
、
安
達
俊
英
氏
は
、「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
諸
行
往
生
の
可
否
『
選
択
集
』
第
二
章
・
第
十
二
章
を
中
心
に
」（『
仏
教
文
化
研
究
』
四
一
、
平
成
八
年
九
月
）
の
論
の
三
一
頁
上
で
、
そ
も
そ
も
『
選
択
集
』
は
最
初
の
二
章
で
、
道
綽
・
善
導
と
い
っ
た
人
師
に
基
い
て
専
修
念
仏
の
教
え
を
一
応
提
示
し
た
後
、
第
三
章
以
下
で
そ
れ
を
経
文
に
よ
っ
て
証
明
し
て
ゆ
く
と
い
う
構
成
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
、
第
三
章
以
降
は
、
専
修
念
仏
の
立
証
が
な
さ
れ
て
い
る
と
、
既
に
簡
潔
に
示
さ
れ
て
い
る
。
5
）水
谷
眞
成
監
修
・
解
説
『
往
生
院
本
選
択
本
願
念
仏
集
』（
法
蔵
館
、
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
）
五
一
〜
五
九
頁
。
大
正
大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会
編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
資
料
編
第
二
巻
・
往
生
院
本
翻
刻
』（
文
化
書
院
、
平
成
十
一
年
三
月
）
二
六
〜
三
〇
頁
。
な
お
、
左
訓
は
右
ル
ビ
の
）内
に
い
れ
た
。
ま
八
六
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
た
、
本
稿
の
法
然
文
献
や
善
導
著
作
の
引
用
文
の
句
読
点
は
、
全
て
角
野
が
付
し
た
。
6
）こ
こ
で
述
べ
る
「
行
の
関
係
性
」
と
は
、
例
え
ば
、
専
修
念
仏
は
、
念
仏
の
み
修
行
す
る
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
諸
行
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
専
修
念
仏
は
、「
行
の
関
係
性
」
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
そ
の
行
の
関
係
性
の
意
味
を
本
項
で
明
ら
か
に
す
る
。
7
）『
浄
全
』
第
二
巻
五
八
頁
下
。
8
）こ
こ
で
の
正
行
と
は
、〞
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
混
じ
り
け
の
な
い
行
〝
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
雑
行
と
は
、〞
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
混
じ
っ
た
行
〝
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
善
導
は
正
行
に
数
種
あ
げ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
阿
弥
陀
仏
の
み
に
つ
い
て
の
行
と
い
え
、〞
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
混
じ
り
け
の
な
い
行
〝
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
雑
行
と
は
、
往
生
行
な
の
で
、
必
ず
極
楽
に
振
り
向
け
る
念
い
、
す
な
わ
ち
、
回
向
が
必
要
に
な
る
。
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
仏
・
極
楽
に
振
り
向
け
る
念
い
と
、
阿
弥
陀
仏
に
関
係
の
な
い
行
が
混
在
す
る
の
で
、
雑
行
と
は
、〞
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
混
じ
っ
た
行
〝
と
な
る
。
ま
た
、
当
該
語
の
表
記
と
文
脈
か
ら
、
正
定
之
業
と
は
、〞
中
心
的
に
定
め
た
と
こ
ろ
の
業
〝
と
い
う
こ
と
、
助
業
と
は
、〞
正
定
之
業
を
助
け
る
業
〝
で
あ
ろ
う
。
正
定
之
業
と
は
、
専
修
念
仏
の
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
善
導
に
と
っ
て
、
専
修
念
仏
と
は
、〞
中
心
的
に
定
め
た
と
こ
ろ
の
業
〝（
正
定
之
業
）
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
を
助
け
る
も
の
と
し
て
、
助
業
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
助
業
と
は
、
や
は
り
、
正
行
な
の
で
、
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
混
じ
り
け
の
な
い
行
で
あ
る
。
そ
し
て
、
助
業
で
あ
る
読
誦
に
せ
よ
、
礼
拝
に
せ
よ
、
観
察
に
せ
よ
、
讃
嘆
供
養
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
、
念
仏
が
必
ず
伴
う
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
、
読
誦
な
ど
の
助
業
を
す
る
際
、
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
を
何
も
念
わ
な
い
は
ず
が
な
い
。
つ
ま
り
、
念
仏
が
全
く
伴
わ
な
い
は
ず
が
な
い
。
必
ず
、
念
仏
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
読
誦
な
ど
の
助
業
を
修
行
す
る
際
、
念
仏
が
中
心
に
あ
っ
て
、
助
業
が
そ
れ
を
助
け
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
念
仏
と
は
、
専
修
念
仏
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
ま
さ
し
く
、
専
修
念
仏
が
正
定
之
業
（〞
中
心
的
に
定
め
た
と
こ
ろ
の
業
〝）
と
い
え
る
。
故
に
、
善
導
は
、
専
修
念
仏
を
正
定
之
業
（〞
中
心
的
に
定
め
た
と
こ
ろ
の
業
〝）
と
名
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
本
願
を
見
れ
ば
、
導
出
さ
れ
う
る
。
と
い
う
の
も
、
善
導
教
学
の
前
提
と
し
て
、
下
根
の
凡
夫
と
い
う
要
素
や
、
往
生
を
目
指
す
と
い
う
要
素
が
あ
る
。
こ
れ
ら
両
方
を
併
せ
て
本
願
に
あ
て
が
え
ば
、
四
十
八
願
の
中
心
は
、
第
十
八
願
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
下
根
の
凡
夫
が
往
生
を
目
指
す
な
ら
（
前
提
）、
四
十
八
願
の
う
ち
、
ど
の
要
素
が
導
出
さ
れ
る
か
と
い
え
ば
、
機
根
の
低
さ
の
た
め
、
念
仏
往
生
を
説
く
第
十
八
願
と
な
る
。
故
に
、
善
導
教
学
の
こ
れ
ら
前
提
（
下
根
の
凡
夫
と
い
う
要
素
・
往
生
を
目
指
す
と
い
う
要
素
）
の
も
と
、
四
十
八
願
を
参
照
す
れ
ば
、
第
十
八
願
が
導
出
さ
れ
、
同
時
に
、
往
生
行
の
中
で
、
念
仏
一
行
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
念
仏
一
行
の
専
修
念
仏
が
、
正
定
之
業
（〞
中
心
的
に
定
め
た
と
こ
ろ
の
業
〝）
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
善
導
は
、
下
根
の
凡
夫
と
い
う
要
素
、
往
生
を
目
指
す
と
い
う
要
素
を
前
提
に
、
往
生
行
に
つ
い
て
本
願
を
参
照
す
る
と
こ
ろ
、
念
仏
一
行
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
専
修
念
仏
が
正
定
之
業
（〞
中
心
的
に
定
め
た
と
こ
ろ
の
業
〝）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
9
）『
浄
全
』
第
四
巻
三
五
六
頁
下
〜
三
五
七
頁
上
。
10
）法
然
『
選
択
集
』
第
二
章
の
篇
目
「
善
導
和
尚
立タテヽ
正
雑
二
行ヲ
捨ステヽ
雑
行ヲ
帰スル
正
行ニ
之
文
」〔
水
谷
眞
成
監
修
・
解
説
『
往
生
院
本
選
択
本
願
念
仏
集
』（
法
蔵
館
、
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
）
二
二
頁
。〕
か
ら
も
、
法
然
の
見
解
と
し
て
、
雑
行
を
主
張
し
な
い
旨
が
明
確
に
読
み
取
れ
る
。
11
）平
井
俊
榮
『
中
国
般
若
思
想
史
研
究
吉
蔵
と
三
論
学
派
』（
春
秋
社
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
）
第
一
篇
序
章
な
ど
参
照
。
平
井
氏
は
、「
宗
」
に
「
根
源
的
な
義
理
、
乃
至
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
根
本
的
学
説
」（
三
三
頁
）
の
意
味
が
あ
る
と
し
、
宗
の
三
義
の
一
つ
と
し
て
、「
独
尊
」
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
三
三
頁
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
宗
」
の
「
宗
」
に
は
、
そ
の
宗
が
第
一
の
教
え
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
浄
土
宗
」
に
は
、〞
浄
土
教
が
第
一
で
あ
る
と
い
う
教
え
〝〞
浄
土
教
が
中
心
で
あ
る
と
い
う
教
え
〝
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
法
然
が
述
べ
る
「
浄
土
宗
」
は
、
お
お
よ
そ
、〞
浄
土
教
が
第
一
で
あ
る
と
い
う
教
え
〝〞
浄
土
教
が
中
心
で
あ
八
七
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
る
と
い
う
教
え
〝
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
浄
土
宗
を
立
宗
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
浄
土
宗
が
、
他
宗
よ
り
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
12
）こ
の
私
見
に
つ
い
て
、
問
題
と
な
り
そ
う
な
と
こ
ろ
は
、『
無
量
寿
経
釈
』
の
無
上
功
徳
文
解
釈
や
、『
阿
弥
陀
経
釈
』
の
少
善
根
・
多
善
根
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
前
者
に
つ
い
て
は
、『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
で
は
、
念
仏
の
無
上
に
対
し
、
諸
行
の
有
上
と
あ
る
の
で
、
明
確
に
、
念
仏
を
優
位
に
置
く
。
し
か
し
、『
無
量
寿
経
釈
』
で
は
、
無
上
に
対
し
、
有
上
を
説
か
な
い
。
よ
っ
て
、『
無
量
寿
経
』
の
無
上
功
徳
を
、
単
に
、
往
生
の
功
徳
に
つ
い
て
、〞
こ
の
上
な
い
功
徳
〝
と
讃
じ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
諸
行
と
比
較
し
て
無
上
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
念
仏
の
多
善
根
な
ど
の
表
現
は
岸
氏
の
い
わ
れ
る
新
層
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
古
層
の
部
分
で
「
小
善
根
」
に
対
し
て
、「
大
」
の
表
現
を
す
る
が
（『
昭
法
全
』
一
四
九
頁
）、
明
確
に
念
仏
を
大
と
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
や
は
り
、
三
部
経
講
説
で
は
、
念
仏
が
諸
行
よ
り
勝
れ
て
い
る
と
は
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
13
）そ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
拙
稿
「
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
」（『
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
に
発
表
予
定
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
14
）と
こ
ろ
で
な
ぜ
、『
逆
修
説
法
』
や
『
選
択
集
』
で
は
、
専
修
念
仏
の
立
証
に
つ
い
て
、
議
論
を
経
て
の
立
証
で
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
単
な
る
引
用
・
取
意
で
満
足
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
法
然
は
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
教
え
が
妥
当
か
否
か
を
検
討
す
る
た
め
、『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
な
ど
で
、
専
修
念
仏
を
立
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
善
導
の
文
の
単
な
る
引
用
・
取
意
で
は
、
十
分
な
立
証
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
、
善
導
が
そ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
法
然
は
、
善
導
も
注
目
し
て
い
た
三
部
経
の
念
仏
要
文
を
根
拠
に
、
専
修
念
仏
を
立
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
三
部
経
の
念
仏
要
文
か
ら
、
専
修
念
仏
を
立
証
で
き
れ
ば
、
立
派
な
善
導
の
専
修
念
仏
の
立
証
と
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
は
、
議
論
を
経
て
の
立
証
が
求
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
三
部
経
で
専
修
念
仏
の
類
を
表
現
す
る
の
は
、
三
輩
文
く
ら
い
で
あ
り
、
あ
と
は
、
単
な
る
念
仏
の
類
の
表
記
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
三
部
経
の
文
に
対
し
、
議
論
を
経
て
、
専
修
念
仏
を
導
出
・
立
証
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
15
）近
似
し
た
立
証
を
、
法
然
は
『
逆
修
説
法
』
第
五
七
日
で
も
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
専
修
念
仏
の
立
証
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
示
し
た
が
、
よ
り
詳
し
い
専
修
念
仏
の
立
証
の
説
明
は
、
拙
稿
「『
逆
修
説
法
』
第
五
七
日
に
お
け
る
専
修
念
仏
説
の
立
証
」（『
佛
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
』
一
八
、
平
成
二
十
五
年
三
月
）
四
一
〜
四
四
頁
参
照
。
ま
た
、
更
に
詳
し
い
専
修
念
仏
の
立
証
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
別
の
機
会
に
論
じ
て
み
た
い
。
16
）な
お
、
勝
劣
義
自
体
が
妥
当
な
説
か
否
か
の
検
討
は
、
い
ず
れ
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
い
。
17
）往
生
の
道
が
前
提
だ
と
、
助
念
仏
往
生
義
の
よ
う
に
、
助
業
と
念
仏
は
不
可
離
に
な
っ
て
し
ま
い
、『
選
択
集
』
の
よ
う
に
、
助
業
が
前
提
の
枠
外
に
は
な
ら
な
い
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
」（『
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
に
発
表
予
定
）
参
照
。
18
）曽
根
宣
雄
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
念
仏
と
倫
理
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七
四
、
平
成
二
十
一
年
七
月
）・
齊
藤
隆
信
「
浄
土
宗
学
と
し
て
の
戒
と
そ
の
意
義
」
（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七
四
、
平
成
二
十
一
年
七
月
）
の
論
で
は
、
法
然
の
主
張
は
、
往
生
行
と
し
て
の
念
仏
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
持
戒
な
ど
の
行
を
、
往
生
行
以
外
の
行
と
見
な
せ
ば
、
持
戒
な
ど
を
修
行
す
る
余
地
が
残
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
筆
者
が
考
え
る
に
、
こ
れ
を
助
業
に
も
当
て
は
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
詳
細
は
、
拙
稿
「
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
」（『
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
に
発
表
予
定
）
参
照
。
19
）た
だ
し
、
往
生
行
以
外
な
ら
何
で
も
許
容
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
善
導
・
法
然
の
教
え
で
は
、
聖
道
門
の
行
を
勧
め
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
行
に
つ
い
て
は
許
容
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
実
際
は
、
往
生
行
及
び
出
離
生
死
の
行
が
前
提
・
枠
組
み
で
、
そ
れ
以
外
の
助
業
や
持
戒
な
ど
が
許
容
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
八
八
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
20
）本
稿
に
お
い
て
、
選
択
本
願
念
仏
説
と
浄
土
宗
立
宗
に
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、「
浄
土
宗
」
の
宗
名
は
、
三
部
経
講
説
・『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
の
う
ち
、
選
択
本
願
念
仏
説
を
述
べ
る
『
逆
修
説
法
』・
『
選
択
集
』
以
外
に
も
、
恵
空
本
『
漢
語
燈
録
』
所
収
の
『
阿
弥
陀
経
釈
』
に
も
存
す
る
（『
昭
法
全
』
一
四
五
頁
）。
す
な
わ
ち
、『
広
本
選
択
集
』
の
文
を
除
外
し
た
、
選
択
本
願
念
仏
説
を
述
べ
な
い
恵
空
本
の
『
阿
弥
陀
経
釈
』
に
も
、
浄
土
宗
の
宗
名
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
選
択
本
願
念
仏
説
に
よ
っ
て
、
浄
土
宗
を
立
宗
し
て
い
る
な
ら
、
同
説
を
述
べ
な
い
恵
空
本
の
『
阿
弥
陀
経
釈
』
に
存
す
る
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
恵
空
本
『
阿
弥
陀
経
釈
』
の
当
該
箇
所
は
、
岸
一
英
氏
が
、「『
逆
修
説
法
』
と
『
三
部
経
釈
』」（
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
浄
土
宗
典
籍
研
究
研
究
篇
』、
同
朋
舎
、
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
）
の
論
の
中
で
、
新
層
と
判
定
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
部
経
講
説
・『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
の
中
で
は
、
浄
土
宗
の
宗
名
が
出
る
の
は
、
『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
の
二
書
と
な
る
。
そ
し
て
、
両
者
と
も
に
、
選
択
本
願
念
仏
説
を
説
き
、
殊
勝
功
徳
義
や
勝
劣
義
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
浄
土
宗
立
宗
を
成
し
遂
げ
て
い
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
、
浄
土
宗
の
宗
名
が
三
部
経
講
説
に
は
見
ら
れ
ず
、
『
逆
修
説
法
』
か
ら
と
判
定
で
き
る
な
ら
、
そ
も
そ
も
、
浄
土
宗
を
開
い
た
の
が
、
『
逆
修
説
法
』
の
頃
〔
法
然
六
〇
代
前
半
頃
か
。
大
谷
旭
雄
「
逆
修
法
会
の
成
立
史
的
研
究
成
立
年
次
と
成
立
時
の
形
態
考
」（
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
浄
土
宗
典
籍
研
究
研
究
篇
』、
同
朋
舎
、
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
）
参
照
。〕
と
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
も
思
え
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
浄
土
宗
開
宗
四
三
歳
説
と
齟
齬
が
生
じ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
問
題
を
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
四
三
歳
の
浄
土
宗
開
宗
に
つ
い
て
は
、
法
然
が
専
修
念
仏
の
道
に
入
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
が
、
そ
の
頃
で
あ
り
、
浄
土
宗
の
立
証
を
完
了
し
た
の
が
、
選
択
本
願
念
仏
説
を
述
べ
る
『
逆
修
説
法
』
の
頃
か
ら
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず
、
四
三
歳
浄
土
宗
開
宗
説
と
、
本
稿
の
見
解
と
整
合
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
浄
土
宗
開
宗
と
い
う
な
ら
、
浄
土
宗
の
立
証
も
含
む
こ
と
を
期
待
す
る
考
え
方
も
生
じ
え
よ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
四
三
歳
の
時
は
、
専
修
念
仏
の
教
え
に
帰
入
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
法
然
六
〇
代
前
半
の
時
に
浄
土
宗
開
宗
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
浄
土
宗
の
宗
名
は
、
他
の
法
然
和
語
文
献
に
も
見
ら
れ
る
。
詳
し
い
検
討
は
、
い
ず
れ
改
め
て
考
察
し
て
み
た
い
。
21
）『
三
心
義
』・『
北
政
所
宛
消
息
』・『
要
義
問
答
』
第
六
問
答
・『
大
胡
太
郎
実
秀
へ
つ
か
は
す
御
返
事
』・『
大
胡
の
太
郎
実
秀
か
妻
室
の
も
と
へ
つ
か
は
す
御
返
事
』・『
津
戸
三
郎
へ
つ
か
は
す
御
返
事
（
九
月
二
十
八
日
付
）』・『
熊
谷
の
入
道
へ
つ
か
は
す
御
返
事
（
五
月
二
日
付
）』
な
ど
。
22
）『
北
政
所
宛
消
息
』
の
代
表
的
な
資
料
と
し
て
は
、『
西
方
指
南
抄
』
所
収
本
と
、
元
亨
版
『
和
語
燈
録
』
所
収
本
と
が
存
す
る
。
本
稿
に
お
い
て
、
元
亨
版
『
和
語
燈
録
』
本
を
用
い
た
理
由
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
元
亨
版
『
和
語
燈
録
』
本
の
ほ
う
が
、『
西
方
指
南
抄
』
本
よ
り
も
、
よ
り
明
確
な
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
注
目
し
た
い
の
が
、
本
消
息
末
尾
の
ほ
う
の
文
で
あ
る
。『
西
方
指
南
抄
』
本
「
妄マウ
語コ
シ
タ
マ
ハ
ヌ
行キヤウ
ニ
テ
候
ヘ
ハ
」
（『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
六
、
七
八
八
頁
）
と
、
元
亨
版
『
和
語
燈
録
』
本
「
擁
護
し
給
ふ
行
に
て
候
へ
は
」
と
で
は
、
元
亨
版
『
和
語
燈
録
』
本
の
ほ
う
が
、
よ
り
原
形
に
近
い
と
考
え
る
。『
西
方
指
南
抄
』
本
の
「
妄マウ
語コ
シ
タ
マ
ハ
ヌ
」
と
い
う
表
現
は
、
文
脈
上
、
強
引
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
当
該
文
の
前
で
は
、
源
信
や
最
澄
な
ど
の
文
な
ど
も
あ
り
、
そ
れ
を
承
け
て
、『
西
方
指
南
抄
』
本
で
は
、
当
該
文
が
あ
る
は
ず
な
の
に
、
妄
語
し
な
い
主
体
と
し
て
は
、「
十
方ハウ
諸シヨ
仏フチ
・
三サム
界カイ
ノ
天テン
衆シユ
」（『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
六
、
七
八
八
頁
）
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
、「
妄マウ
語コ
シ
タ
マ
ハ
ヌ
」
が
原
形
な
ら
、
妄
語
し
な
い
主
体
は
、「
十
方
諸
仏
・
三
界
ノ
天
衆
」
以
外
の
、
源
信
や
最
澄
な
ど
の
人
師
も
含
ま
れ
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
23
）『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
十
五
黒
谷
上
人
語
燈
録
（
和
語
）』
一
七
八
〜
一
八
一
頁
。
24
）一
見
、
③
の
「
真
言
・
止
観
の
た
か
き
行
」・「
顕
密
・
事
理
の
や
ん
こ
と
な
き
行
」
な
ど
で
は
、
往
生
行
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
を
往
生
行
と
見
八
九
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
な
し
た
上
で
、
比
較
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
本
願
で
も
証
誠
で
も
、
前
提
と
し
て
往
生
行
を
掲
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
25
）し
か
し
、
筆
者
は
上
記
で
、
選
択
本
願
念
仏
説
で
の
諸
行
は
、
他
宗
の
行
に
通
じ
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
④
の
真
言
・
止
観
の
行
も
、
そ
の
選
択
本
願
念
仏
説
で
の
諸
行
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
選
択
本
願
念
仏
説
で
の
念
仏
と
諸
行
と
の
比
較
に
、
整
合
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
疑
問
が
わ
い
て
く
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
選
択
本
願
念
仏
説
で
の
諸
行
に
つ
い
て
、
法
蔵
菩
薩
は
、
往
生
行
と
し
て
見
て
、
念
仏
と
比
較
を
し
て
い
る
。
元
々
は
、
聖
道
門
の
行
で
あ
っ
て
も
、
回
向
す
る
こ
と
に
よ
り
、
往
生
行
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
説
で
の
念
仏
と
諸
行
と
の
比
較
は
、
同
じ
往
生
行
の
次
元
で
の
比
較
で
あ
る
の
で
、
正
当
な
比
較
で
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
選
択
本
願
念
仏
説
で
の
諸
行
は
、
聖
道
門
の
行
と
往
生
行
と
の
両
面
を
併
せ
も
つ
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
法
然
が
工
夫
し
て
、
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
消
息
④
で
の
真
言
・
止
観
の
行
は
、
こ
の
時
点
で
は
往
生
行
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
、
聖
道
門
の
行
と
し
て
固
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
真
言
・
止
観
の
行
と
、
念
仏
と
を
真
正
面
か
ら
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ
る
。
26
）
で
は
、「
一
向
専
修
の
但
念
仏
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
拙
稿
「
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
」（『
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
に
発
表
予
定
）
で
詳
し
く
述
べ
る
予
定
だ
が
、
専
修
念
仏
と
但
念
仏
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
両
者
が
一
緒
に
な
る
表
現
と
い
う
の
は
、
筆
者
の
立
場
で
は
問
題
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
ま
ず
「
一
向
専
修
」
の
表
現
は
、『
北
政
所
宛
消
息
』
に
あ
る
『
無
量
寿
経
』
三
輩
文
か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
但
念
仏
」
の
表
現
で
あ
る
が
、
本
消
息
で
は
、
④
に
あ
る
よ
う
に
、
聖
道
門
の
修
行
と
往
生
行
の
念
仏
と
の
対
比
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
聖
道
門
の
修
行
の
道
か
、
往
生
行
の
念
仏
の
道
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
⑤
以
降
の
内
容
か
ら
、
念
仏
の
み
が
導
出
さ
れ
た
。
故
に
、「
但
念
仏
」
と
い
う
表
現
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
聖
道
門
の
修
行
か
往
生
行
の
念
仏
し
か
、
こ
の
消
息
の
④
以
降
で
は
選
択
肢
は
な
い
。
こ
の
状
況
で
念
仏
の
み
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、〞
た
だ
念
仏
の
み
〝
と
な
り
、「
但
念
仏
」
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
一
向
専
修
」
の
表
現
は
、
⑥
⑦
の
文
脈
か
ら
付
加
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
「
一
向
専
修
の
但
念
仏
」
と
い
う
表
現
が
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
別
稿
で
は
、
但
念
仏
は
、
異
類
の
助
業
を
拒
否
す
る
も
の
と
指
摘
し
た
が
、
本
消
息
で
は
、
助
業
は
一
切
示
さ
れ
な
い
た
め
、
同
消
息
の
範
疇
に
な
い
。
つ
ま
り
、
同
消
息
の
文
脈
で
は
、
助
業
は
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。
同
消
息
の
④
以
降
の
枠
組
み
は
、
あ
く
ま
で
、
聖
道
門
の
修
行
と
往
生
行
の
念
仏
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
消
息
で
の
但
念
仏
が
、
助
業
を
拒
否
す
る
か
否
か
は
、
こ
の
消
息
の
範
疇
に
な
い
話
題
で
あ
る
。
本
消
息
は
、
三
部
経
講
説
・『
選
択
集
』
な
ど
と
は
異
な
る
文
脈
ゆ
え
、
専
修
念
仏
や
但
念
仏
の
意
も
、
独
自
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
少
な
く
と
も
、
本
消
息
内
の
み
で
は
、
齟
齬
は
な
い
。
27
）『
選
択
集
』
に
も
、
往
生
以
外
の
要
素
で
比
較
さ
れ
る
章
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
十
一
・
十
五
章
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
、
念
仏
と
、
往
生
行
と
し
て
の
諸
行
と
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
中
に
お
け
る
功
徳
の
比
較
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
消
息
④
の
諸
行
は
、
往
生
行
の
諸
行
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
、『
選
択
集
』
と
異
な
る
の
で
あ
る
。
28
）こ
の
他
に
も
、
法
然
の
教
え
の
精
神
で
あ
る
も
の
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
三
部
経
講
説
・『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
共
通
し
、
か
つ
、
本
質
的
・
根
本
的
な
要
素
が
、
そ
の
候
補
で
あ
ろ
う
。
詳
細
は
、
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
教
条
の
背
景
に
は
、
三
部
経
や
善
導
そ
の
他
の
教
え
が
組
み
換
え
可
能
の
状
態
で
控
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
法
然
の
教
え
の
精
神
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
で
更
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
29
）な
お
、
最
近
、
齊
藤
隆
信
氏
は
、『
中
国
浄
土
教
儀
礼
の
研
究
善
導
と
法
照
の
讃
の
律
動
を
中
心
と
し
て
』（
法
蔵
館
、
平
成
二
十
七
年
二
月
）
五
〜
六
頁
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
さ
て
、
儀
礼
と
は
い
っ
た
い
何
か
と
考
え
た
と
き
、
そ
れ
は
教
義
に
対
す
る
九
〇
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
の
成
立
（
角
野
玄
樹
）
一
つ
の
表
現
手
段
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
は
註
疏
や
造
形
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
教
義
（
根
本
原
理
）
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ
を
い
か
に
そ
の
時
代
と
そ
の
地
域
に
、
あ
る
い
は
そ
の
文
化
圏
の
人
々
の
要
請
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
か
は
、
仏
教
徒
た
ち
の
知
的
な
営
み
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
難
解
な
教
義
に
対
し
、
理
知
的
に
把
握
す
る
た
め
に
註
疏
が
著
さ
れ
、
視
覚
的
に
把
握
す
る
た
め
に
造
形
が
作
ら
れ
、
そ
し
て
体
感
的
に
把
握
す
る
た
め
の
儀
礼
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
全
体
を
統
括
管
理
す
る
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
（O
p
era
tin
g
 
S
y
stem
）
が
教
義
と
す
る
な
ら
ば
、
さ
し
ず
め
註
疏
、
造
形
、
儀
礼
は
そ
の
都
度
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（A
p
p
lica
tio
n
 
S
o
ftw
a
re
）
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
利
用
者
の
需
要
が
高
け
れ
ば
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
、
逆
に
需
要
が
な
く
な
れ
ば
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
。
齊
藤
氏
が
述
べ
ら
れ
る
こ
の
見
解
は
、
筆
者
が
本
稿
で
扱
う
法
然
の
教
え
の
精
神
の
構
想
と
近
似
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
齊
藤
氏
の
い
わ
れ
る
、
「
教
義
（
根
本
原
理
）」
が
、
筆
者
の
い
う
法
然
の
教
え
の
精
神
に
、
お
お
よ
そ
該
当
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
齊
藤
氏
の
見
解
と
、
本
稿
の
内
容
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
法
然
の
教
え
の
精
神
と
い
う
構
想
は
、
法
然
の
そ
れ
以
外
の
、
何
ら
か
の
教
え
の
精
神
に
も
、
拡
張
し
て
議
論
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
（
か
ど
の
は
る
き
非
常
勤
講
師
）
二
〇
一
五
年
十
一
月
十
六
日
受
理
九
一
佛
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
